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海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐安らぎと憩いの空間　新温泉町‐

　６月 17 日、「第 13 回全日本かくれんぼ大会」が、湯村温泉街を舞台に開催されました。
思い思いのコスチュームに身を包んだ “ おに ” と “ 隠れ人 ” は、昔ながらのかくれんぼを楽
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町政のうごきから
 

『 

な
く
そ
う
差
別 

守
ろ
う
人
権 

み
ん
な
の
21
世
紀
』
人
権
啓
発
推
進
条
例
制
定
の
ま
ち

 
８
月
は
“
差
別
を
な
く
し
人
権
文
化
を
す
す
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
民
運
動
”
推
進
強
調
月
間
で
す

　

本
町
は
、
８
月
を
推
進
強
調
月
間
と
し
て
「
な
く
そ
う
差
別　

守

ろ
う
人
権　

み
ん
な
の
21
世
紀
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
街
頭
啓
発
、

人
権
講
演
会
、
企
業
・
事
業
所
訪
問
啓
発
、
人
権
学
習
会
な
ど
様
々

な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
差
別
・
人
権
問
題
を
学
び
な
が
ら
、
自
分
自
身
の
中

の
偏
見
や
差
別
意
識
を
見
つ
め
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
人

権
啓
発
推
進
の
取
組
に
、
ぜ
ひ
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。　

▼
問
合
せ　

人
権
推
進
室　

℡
82
‐
３
３
２
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

社
会
教
育
課　

℡
82
‐
５
６
２
９

て
、
改
め
て
「
人
と
人
と
の
き
ず
な
」
の
力
を
感

じ
ま
し
た
。
今
こ
そ
、
人
と
人
と
の
強
い
結
び
つ

き
を
築
き
、
共
に
生
き
る
社
会
を
つ
く
り
上
げ
る

こ
と
が
重
要
だ
と
言
え
ま
す
。

　

21
世
紀
は
人
権
の
世
紀
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
町
は
、
年
齢
、
性
別
、
思
想
信
条
、
国
籍
、
障

が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
「
す
べ
て
の
人
が
共
に

生
活
す
る
社
会
が
通
常
の
社
会
」
と
い
う
視
点
に

立
っ
て
、
人
権
意
識
の
高
揚
と
差
別
・
人
権
問
題

の
解
消
に
努
め
、
お
互
い
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、

差
別
の
な
い
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
人
間
と
し
て

誇
り
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
、
地
域
社
会
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

兵
庫
県
は
、
従
来
の
「
差
別
を
な
く
そ
う
県
民

運
動
」
を
、「
人
権
文
化
を
す
す
め
る
県
民
運
動
」

と
改
称
し
、
８
月
を
そ
の
推
進
強
調
月
間
と
し
て

人
権
教
育
と
人
権
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

国
は
、
12
月
４
日
か
ら
10
日
を
「
人
権
週
間
」
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
人
権
に
関
す
る
取
組
を
ま
ち
づ
く

り
の
重
要
な
柱
の
一
つ
と
し
て
、
新
町
発
足
と
同

時
に
人
権
啓
発
推
進
条
例
を
制
定
し
、
人
権
啓
発

方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
人
権
施
策
の

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
人
権

施
策
推
進
計
画
を
策
定
し
て
人
権
施
策
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
を
通
し

<  平 成 2 4 年 度  人 権 標 語 優 秀 作 品  >

　自分と家族と友達と　みんな私の　宝物
　　　　　　浜坂南小学校  ６年　西村  優花 さん

　思いやりは　心の扉　開ける鍵
　　　　　　浜坂中学校  ３年　山基  真佑 さん

昨年の街頭パレード
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啓 
発 
活 

動　
　
地
域
や
職
場
で
も
啓
発
活
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

企
業
・
事
業
所
訪
問
啓
発

◆
と
き　

７
月
27
日
（
金
）

◆
内
容　

町
内
の
事
業
所
に
啓
発
の
ぼ
り
の
設
置
、啓
発
用
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
ま
す
。

職
場
で
も
人
権
学
習
会
開
催
等
啓
発
活
動
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

各
地
区
街
頭
啓
発

◆
と
き　

８
月
１
日
（
水
）　

※
朝
・
夕　

町
内
８
か
所
で
実
施

◆
内
容　

啓
発
の
ぼ
り
の
設
置
や
放
送
と
合
わ
せ
て
、
各
地
区
推
進
実
行
委
員
会
の

委
員
が
、
啓
発
チ
ラ
シ
や
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
な
が
ら
街
頭
啓
発
を
行
い
ま
す
。

た
そ
が
れ
コ
ン
サ
ー
ト
・
街
頭
パ
レ
ー
ド

推
進
強
調
月
間
の
取
組

◆
と
き　

８
月
１
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
５
時
～　

※
雨
天
中
止

◆
と
こ
ろ　

Ｊ
Ｒ
浜
坂
駅
前
広
場

◆
内
容

・
浜
坂
少
年
少
女
音
楽
隊
・
浜
坂
中
学

校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
と
、
浜
坂
北
小

学
校
児
童
の
演
技

・
Ｊ
Ｒ
浜
坂
駅
前
か
ら
浜
坂
認
定
こ
ど

も
園
ま
で
を
、
浜
坂
少
年
少
女
音
楽

隊
と
浜
坂
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
演
奏

し
な
が
ら
パ
レ
ー
ド

昨年のたそがれコンサート

各
地
区
人
権
学
習
会　
　

 

都
合
の
よ
い
会
場
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い

人
権
を
考
え
る
つ
ど
い　
　

前
総
務
大
臣　

片
山
善
博
さ
ん
が
講
演

◆
と
き　

８
月
４
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◆
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル
（
入
場
無
料
）

◆
内
容

・
人
権
ポ
ス
タ
ー
・
人
権
標
語
優
秀
作

品
表
彰
、
パ
ネ
ル
展
示

・
人
権
講
演
会

『
震
災
復
興
を
通
じ
て
考
え
る
「
ま

ち
づ
く
り
」
の
視
点
』

　

慶
応
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
・

　
　

前
総
務
大
臣
・
前
鳥
取
県
知
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
山
善
博
さ
ん

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
多
く
の
尊
い
命
が

失
わ
れ
る
と
同
時
に
、
基
本
的
人
権
が
侵
害

さ
れ
る
事
態
も
発
生
し
ま
し
た
。
当
時
、
総

務
大
臣
と
し
て
い
ち
早
く
宮
城
県
や
福
島
県

を
訪
れ
、
人
的
支
援
体
制
の
構
築
な
ど
、
震

災
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
む
け
て
尽
力
さ
れ

た
、
片
山
善
博
さ
ん
に
講
演
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

地　区 月　日 会　場

居　組 8 月  3 日（金）居組地区公民館

久斗山 10 日（金）久斗山コミュニ
ティセンター

久　斗 11 日（土）浜坂東小学校 2 階
ミーティングルーム

赤　崎 18 日（土）赤崎地区公民館

浜　坂 22 日（水）文化会館 2 階
大会議室

三　尾 23 日（木）御火浦集会所

諸　寄 25 日（土）諸寄基幹集落
センター

大　庭 29 日（水）浜坂南小学校 2 階
ふれあいルーム

◆
時
間　

午
後
７
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　

８
時
30
分

※
温
泉
地
域
で
は
、
各
地
区

の
ふ
れ
あ
い
・
子
育
て
学

級
に
お
い
て
人
権
学
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

※
各
種
ビ
デ
オ
上
映
、講
師
、

助
言
者
の
派
遣
、
ビ
デ
オ

の
貸
出
等
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。（
無
料
）
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ま
ち
歩
き
案
内
所
オ
ー
プ
ン

交
流
人
口
増
加
と
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
の
拠
点
施
設

　

昨
年
12
月
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
浜
坂
駅
前
に

整
備
を
進
め
て
い
た
「
ま
ち
歩
き
案
内

所
」
が
、
６
月
28
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
こ
の
日
は
、
同
施
設
で
竣
工
式

が
行
わ
れ
、関
係
者
約
40
人
が
出
席
し
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
記
念
講
演
を
行
い
、

施
設
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

こ
の
案
内
所
は
、
百
年
前
の
駅
の
開

業
と
同
時
に
建
築
さ
れ
た
古
い
空
き
店

舗
を
改
築
し
た
も
の
で
、
落
ち
着
い
た

和
の
雰
囲
気
に
整
備
し
ま
し
た
。
の
れ

ん
を
く
ぐ
る
と
大
き
な
囲
炉
裏
が
配
置

さ
れ
た
休
憩
ス
ペ
ー
ス
や
掘
り
ご
た
つ

式
の
和
室
が
あ
り
、
来
館
者
が
自
由
に

く
つ
ろ
げ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
シ
ェ
ア
１
位
を
誇
っ
た

浜
坂
針
（
み
す
や
針
）
の
製
造
技
術
の

応
用
で
蓄
音
器
の
鉄
針
の
生
産
が
始

ま
っ
た
こ
と
に
由
来
し
て
、
蓄
音
器

コ
ー
ナ
ー
も
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

式
典
で
岡
本
町
長
は
「
地
域
の
皆
さ

ま
が
集
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
中
核

と
な
る
施
設
と
し
て
、
さ
ら
に
は
都
市

部
と
の
交
流
を
促
進
す
る
施
設
と
し
て

い
き
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
は
、
５
４
０
台
の
蓄
音
器

と
２
万
枚
の
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
を
収
蔵
す

る
金
沢
蓄
音
器
館
（
金
沢
市
）
の
八よ
う

日か

市い
ち

屋や

典
之
館
長
を
講
師
に
迎
え
、「
蓄

音
器
と
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
八
日
市
屋
館
長
は
、
蓄
音

器
の
聴
き
比
べ
な
ど
、
蓄
音
器
館
の
取

組
を
例
に
し
な
が
ら
、「
鉄
道
唱
歌
や

味
原
川
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
う
童
謡
の
試

聴
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
、
地
域
住
民
と

一
緒
に
な
っ
て
考
え
て
は
ど
う
か
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

案
内
所
で
は
、
案
内
ス
タ
ッ
フ
が
ま

ち
歩
き
ガ
イ
ド
の
あ
っ
旋
を
行
い
、
町

を
訪
れ
た
方
に
ま
ち
な
か
探
索
の
案
内

を
す
る
ほ
か
、
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

が
活
動
拠
点
と
し
て
自
由
に
使
用
で
き

る
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

昔
懐
か
し
い
蓄
音
器
の
音
色
が
響
く

「
ま
ち
歩
き
案
内
所
」
に
、
是
非
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

＊
施
設
概
要
＊

・
構
造　

木
造
瓦
葺
２
階
建

・
延
床
面
積　

２
２
９
・
07
㎡

・
事
業
費　

４
４
３
９
万
６
１
０
０
円

▼
問
合
せ

　

ま
ち
歩
き
案
内
所

　
　

℡
80
‐
１
１
２
６

　

商
工
観
光
課　

商
工
振
興
係

　
　

℡
82
‐
５
６
２
５

鉄道をイメージした通路 記念講演蓄音器コーナー

愛
称
は
「
松
籟
庵
（
し
ょ
う
ら
い
あ
ん
）」

　

松
籟
（
し
ょ
う
ら
い
）
と
は
、
松
の
梢
（
こ
ず
え
）

に
吹
く
風
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
浜
坂
海
岸
に
は

日
本
の
白
砂
青
松
百
選
に
も
選
ば
れ
た
浜
坂
県
民
サ
ン

ビ
ー
チ
「
松
の
庭
」
が
あ
り
ま
す
。
松
の
庭
に
は
日
本

海
か
ら
吹
き
寄
せ
る
風
が
松
の
梢
に
あ
た
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
音
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
ま
ち
歩
き
案
内
所
か
ら
ま
ち
づ
く
り
の
さ

ま
ざ
ま
な
風
を
吹
か
せ
て
、
町
を
活
性
化
さ
せ
た
い
と

い
う
願
い
を
込
め
て
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
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６
月
17
日
に
湯
村
温
泉
街
で
「
第
13

回
全
日
本
か
く
れ
ん
ぼ
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
全
国
各
地
か
ら〝
お
に
〟

353
名
、〝
隠
れ
人
〟

234
名
が
参
加
し
、

ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
映
画
の
登

場
人
物
な
ど
思
い
思
い
の
仮
装
を
身
に

つ
け
、
温
泉
街
へ
繰
り
出
し
ま
し
た
。

　
「
も
う
い
い
か
い
」「
も
う
い
い
よ
」

の
掛
け
声
で
ス
タ
ー
ト
し
た
か
く
れ
ん

ぼ
大
会
。
お
に
は
温
泉
街
に
い
る
隠
れ

人
を
捜
索
。
隠
れ
人
を
見
つ
け
る
と
、

奉
行
所
へ
連
行
し
、く
じ
を
引
き
ま
す
。

大
吉
が
出
れ
ば
、
お
に
と
隠
れ
人
は
一

緒
に
ゴ
ー
ル
へ
。
末
吉
が
出
る
と
、
但

馬
牛
の
ス
テ
ー
キ
や
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
、

じ
ゃ
ぶ
、
ゆ
で
卵
な
ど
な
ど
…
地
元
の

特
産
品
を
食
べ
る
お
い
し
い
ペ
ナ
ル

テ
ィ
が
待
っ
て
い
ま
す
。

　

大
会
中
に
は
、
足
湯
で
休
憩
す
る
参

加
者
や
記
念
撮
影
を
す
る
参
加
者
が
見

ら
れ
、
湯
村
温
泉
を
満
喫
し
て
い
ま
し

た
。

　

閉
会
式
で
は
、
旅
館
の
宿
泊
券
な
ど

が
当
た
る
抽
選
会
や
仮
装
の
審
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。仮
装
の
最
優
秀
賞
は「
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
と
東
京
タ
ワ
ー
」
が
選
ば

れ
、
但
馬
ビ
ー
フ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
湯
村
温
泉
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー「
湯
～
た
ん
」が
、お
友
達
の「
く

ま
モ
ン
」
を
招
待
。
湯
～
た
ん
と
く
ま

モ
ン
は
、
温
泉
街
の
人
気
者
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

第 13 回全日本かくれんぼ大会

大人気の湯～たんと

　　　　　くまモン

但馬牛ステーキをほおばる

参加者
足湯でほっと一息
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走る広告塔 ラッピングバス完成

　

町
外
で
の
運
行
が
多
い
公
用
車
を
走

る
広
告
塔
と
し
て
活
用
す
る
た
め
、
町

の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
２
台
に
、
町
の
美
し

い
自
然
や
観
光
資
源
を
デ
ザ
イ
ン
し
た

ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
が
、
６
月
に
完
成
し

ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
ご
と
に
ラ
ッ
ピ
ン

グ
を
行
い
、
１
台
は
、「
海
」
を
テ
ー

マ
に
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ジ
オ

サ
イ
ト
の
穴
見
海
岸
、
松
葉
ガ
ニ
、
田

君
川
一
面
に
咲
く
バ
イ
カ
モ
を
デ
ザ
イ

ン
し
ま
し
た
。
も
う
１
台
は
、「
山
」

を
テ
ー
マ
に
、
湯
村
温
泉
（
荒
湯
、
足

湯
、
夢
千
代
像
）、
但
馬
牛
、
但
馬
ビ
ー

フ
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
が
咲
き
誇
る
牧
場
公

園
を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
歩
行
者

な
ど
大
勢
の
方
に
町
の
魅
力
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
、
本
町
と
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー

ク
の
認
知
度
ア
ッ
プ
、
観
光
誘
客
の
増

加
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

＊
1
・
2
は
「
海
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
バ
ス
（
29
人
乗
り
）

＊
3
・
4
は
「
山
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
バ
ス
（
26
人
乗
り
）

▼
問
合
せ

　

商
工
観
光
課　

観
光
係

　

℡
82
‐
５
６
２
５

１2

3

4

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
と
連
携
し
て
魅
力
発
信　
　
　

　
　
　
　
　

町
遊
覧
船
施
設
が
完
成

山陰海岸ジオパーク館横の切符売場遊覧船発着場

　

本
年
１
月
か
ら
、
芦
屋
の
山
陰
海
岸

ジ
オ
パ
ー
ク
館
横
に
整
備
を
進
め
て
い

た
「
町
遊
覧
船
施
設
」
が
完
成
し
、
７

月
１
日
に
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
学
習
施
設
と

し
て
町
が
整
備
し
た
も
の
で
、
遊
覧
船

発
着
場
の
移
設
と
連
絡
橋
の
設
置
、
切

符
売
場
の
建
築
が
完
了
し
、
ジ
オ
パ
ー

ク
館
と
一
体
と
な
っ
た
学
習
環
境
が
整

い
ま
し
た
。

　

式
典
で
、
岡
本
町
長
は
、「
山
陰
海

岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
海
岸
美
は
船
に
乗
っ

て
こ
そ
、
そ
の
雄
大
さ
を
体
感
で
き

る
。
地
元
や
観
光
客
の
皆
さ
ま
に
親
し

ま
れ
、
本
町
の
魅
力
発
信
に
寄
与
す
る

も
の
と
確
信
し
て
い
る
。」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
施
設
整
備
に
際
し
浮
桟

橋
を
寄
贈
い
た
だ
い
た
、
但
馬
海
岸
遊

覧
船
の
川
口
茂
さ
ん
に
町
長
か
ら
感
謝

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
、
観
光
遊
覧
第
１
便
の
無
料

運
航
が
あ
り
、
応
募
の
あ
っ
た
48
名
の

方
が
乗
船
し
、
約
１
時
間
、
海
か
ら
見

る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
景
色
を
楽
し
み
ま

し
た
。　

式典でのくす玉開き▼
問
合
せ　

商
工
観
光
課　

観
光
係

　

℡
82
‐
５
６
２
５
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浜
坂
先
人
記
念
館
開
館
20
周
年
記
念
事
業

開
館
20
周
年
記
念
事
業

▼
と
き　

７
月
15
日
（
日
）
～
８
月
15
日
（
水
）

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
先
人
記
念
館　

以
命
亭
ホ
ー
ル

▼
主
催　

新
温
泉
町
・
新
温
泉
町
教
育
委
員
会

▼
特
別
後
援　

新
日
本
海
新
聞
社

▼
内
容

○
『〝
ま
ち
〟
の
足
あ
と
』

　
　

開
館
以
来
20
年
間
の
新
温
泉
町
域
（
旧
浜
坂
町
・
旧

温
泉
町
）
と
但
馬
の
主
な
出
来
事
や
、
ま
ち
づ
く
り
に

尽
力
さ
れ
た
人
物
紹
介
な
ど
の
新
聞
記
事
を
展
示

○
『
以
命
亭
の
足
あ
と
』

　
　

昭
和
63
年
の
以
命
亭
改
修
か
ら
平
成
24
年
ま
で
の
整

備
状
況
、
展
示
内
容
、
作
成
し
た
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ

な
ど
を
展
示

ミ
ニ
企
画
展　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
取
出
身
の
漫
画
家  

谷
口
ジ
ロ
ー
作
品
展

　

本
町
と
も
ゆ
か
り
の
あ
る
、
世
界
的
な
漫
画
家 

谷
口

ジ
ロ
ー
さ
ん
の
作
品
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き　

７
月
15
日
（
日
）
～
11
月
28
日
（
水
）

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
先
人
記
念
館　

母
屋

▼
内
容　

谷
口
ジ
ロ
ー
さ
ん
の
原
画
展
ポ
ス
タ
ー
、
単
行

本
、
コ
ミ
ッ
ク
本
、
文
庫
本
な
ど
約
40
冊
を
展
示

※
上
記
の
「
開
館
20
周
年
記
念
事
業
」
期
間
中
に
左
下
の

無
料
入
館
券
を
持
参
い
た
だ
く
と
、
無
料
で
入
館
で
き

ま
す
。

※
休
館
日
は
、
毎
週
木
曜
日
で
す
。

※
い
き
い
き
浜
坂
納
涼
祭
が
開
催
さ
れ
る
７
月
28
日

　
（
土
）
は
、
午
後
８
時
ま
で
開
館
し
ま
す
。

―
問
合
せ
―　

浜
坂
先
人
記
念
館

　

℡
82
‐
４
４
９
０

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」
は
、平
成
４
年
７
月
12
日
に
オ
ー
プ
ン
し
、

本
年
で
開
館
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。
企
画
展
や
貸
館
展
な
ど
、
２
７
９
件
の

作
品
展
を
開
催
し
、
本
年
３
月
末
で
延
べ
15
万
１
２
８
５
名
の
方
々
に
入
館

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、「
開
館
20
周
年
記
念
事
業
」
と
し
て
、特
別
企
画
展
「
あ
の
頃
、

あ
の
時
、
新
聞
で
振
り
返
る
〝
ま
ち
〟
の
足
あ
と
」
な
ど
を
開
催
し
、
来
館

者
の
更
な
る
拡
大
を
図
り
ま
す
。

浜
坂

先
人

記
念

館
「

以
命

亭
」

無 料 入 館 券

※
有

効
期

間
等

は
裏

面
に

記
載

新
温

泉
町

・

新温泉町教育委員会

鉄
道
を
利
用
し
て
山
口
県
に
行
っ
て
き
ま
し
た    

　
　
　
町
民
ふ
れ
あ
い
の
旅

　

鉄
道
利
用
促
進
の
一
環
と
し
て
、
特
急
「
は

ま
か
ぜ
」、新
幹
線「
の
ぞ
み
」を
利
用
し
た「
町

民
ふ
れ
あ
い
の
旅
・
平
家
一
門
最
期
の
地
壇
ノ

浦
と
門も

司じ

港
レ
ト
ロ
の
旅
」
を
、
６
月
22
日
・

23
日
の
１
泊
２
日
で
行
い
、
60
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

絶
好
の
観
光
日
和
と
な
り
、
初
日
は
、
日
本

三
名
橋
の
「
錦き
ん

帯た
い

橋き
ょ
う」
や
「
防ほ
う

府ふ

天
満
宮
」
を

訪
れ
、
山
口
市
内
の
湯
田
温
泉
に
宿
泊
し
ま
し

た
。
翌
日
は
、
平
家
所
縁
の
神
社
な
ど
を
参
拝

し
、
下
関
の
唐
戸
市
場
や
長
府
地
区
、
北
九
州

市
の
門
司
港
レ
ト
ロ
地
区
を
散
策
し
ま
し
た
。

　

２
日
間
で
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
親
睦
を
深

め
ま
し
た
。

キ
リ
ト
リ
線

錦帯橋をバックに記念撮影（2 号車の皆さん）
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◆

有
効

期
間

　
　

平
成

24 年
7 月

15 日
～

　
　

　
　

平
成

24 年
8 月

15 日

　
◆

開
館

時
間

　
　

午
前

9 時
～

午
後

5 時

 
住
み
よ
い
生
活
環
境
を
め
ざ
し
て 

№
５

　

み
ん
な
で
考
え
よ
う
ゴ
ミ
の
こ
と

 

新
温
泉
町
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
改
訂
版
）
を
策
定
し
ま
し
た

　

本
町
の
ご
み
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
を
ま
と
め
た
「
新

温
泉
町
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」（
改
訂
版
）
を
、
住

民
の
皆
様
の
意
見
聴
取
を
経
て
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
前
回
に
引
き
続
き
計
画
書
の
第
５
章
・
第
６
章

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。（
第
７
章
は
下
水
道
汚
泥
関
連
の

章
で
す
の
で
省
略
し
ま
す
。）

国
・
県
と
本
町
の
実
績

　

第
４
章
の
一
次
推
計
値
を
も
と
に
、
第
５
章
で
は
本
町
の

ご
み
減
量
化
・
資
源
化
の
施
策
を
推
進
す
る
た
め
の
目
標
値

を
設
定
し
、
そ
れ
を
も
と
に
計
画
目
標
年
次
で
の
ご
み
量
や

ご
み
の
処
理
・
処
分
量
を
算
出
し
ま
し
た
。

　

本
町
に
お
け
る
ご
み
の
排
出
量
は
、
国
の
排
出
量
の
目
標

と
県
の
目
標
値
で
あ
る
１
人
１
日
当
た
り
の
ご
み
排
出
量
の

い
ず
れ
も
、
平
成
23
年
度
ま
で
に
達
成
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
県
の
排
出
量
の
目
標
値
に
対
し
、
本
町
の
平
成

23
年
度
実
績
は
、
２
・
６
％
達
成
で
き
て
お
ら
ず
、
ま
た
、

総
資
源
化
率
は
、
平
成
23
年
度
実
績
で
は
国
・
県
の
目
標
値

を
達
成
し
て
い
る
も
の
の
、
対
平
成
22
年
度
実
績
で
は
２
・

７
％
下
回
っ
て
お
り
、
今
後
は
、
排
出
抑
制
と
一
体
と
な
っ

た
資
源
化
の
促
進
を
図
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※ごみ排出量＝収集ごみ＋直接搬入ごみ
※排出量＝ごみ排出量＋集団回収量
　よって、本町は「県の排出量の目標の達成」と減少しつつある「総資源化率の向上」を目的として、
　次の目標値を設定しました。

区分 年度 集団回収量 ごみ排出量 排出量 H19 年度比 総資源化量 総資源化率
① ② ③ = ① + ② 排出量 ④ ④ / ③× 100

新温泉町
H19 909 5,850.01 6,759.01 ― 2,151.00 31.8％
H22 863 5,310.86 6,173.86 △ 8.7％ 2,003.00 32.4％
H23 816 5,318.26 6,134.26 △ 9.2％ 1,819.00 29.7％

国 H19 ―
H27 △ 5.0％ 25.0％

■国の目標値確認

■県の目標値確認

■目標を達成するための主な取組

単位：㌧ / 年

単位：㌧ / 年

区分 年度

人口 
（人） 集団回収量 ごみ排出量 排出量 H15 年度比

１人１日当たり
ごみ排出量

（g/ 人・日）
総資源化量 総資源化率

① ② ③ ④ = ② + ③ 排出量 （③× 106）÷
（①× 365） ⑤ ⑤ / ④× 100

新温泉町
H15 18,603 925 6,271.90 7,196.90 ― 924 2,431 33.8％
H22 16,756 863 5,310.86 6,173.86 △ 14.2％ 868 2,003 32.4％
H23 16,477 816 5,318.26 6,134.26 △ 14.8％ 884 1,819 29.7％

県 H15 5,638,001 184,835 2,440,408 2,625,243 ― 1,183 353,156 13.5％
H22 ― ― ― 2,168,000 △ 17.4％ 947 ― 23.0％

○
排
出
量
（
集
団
回
収
を
含
む
）
を
県

基
準
年
度
に
対
し
25
％
削
減
す
る
。

○
総
資
源
化
率
（
集
団
回
収
含
む
）
を

国
基
準
年
度
に
対
し
30
％
以
上
と
す

る
。

新
温
泉
町　
　
　
　
　
　
　

ご
み
減
量
化
・
資
源
化
目
標

計画収集（家庭系） 直接搬入（事業系）

① プラスチック製容器包装
　　　　　　　　　　　の分別
　（11.9 g/ 人・日）

② 燃えるごみの減量化・資源化
　（厨芥類の減量化：4 g/ 人・日）
　（古紙類の集団回収誘導：10 g/ 人・日）

③ 分別の徹底

① プラスチック製容器包装
　　　　　　　　　　　の分別
　（1.48㌧ / 年）

② 燃えるごみの減量化・資源化
　（厨芥類の減量化：約 10㌧ / 年）
　（古紙類の分別と資源化：20％）

③ 分別の徹底
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将
来
の
ご
み
に
関
す
る
方
針

　

第
６
章
の
ご
み
処
理
基
本
計
画
で
は
、
住
民
・
事
業

所
・
行
政
の
役
割
分
担
の
も
と
、
本
町
の
将
来
の
ご
み

に
関
す
る
方
針
を
整
理
し
て
い
ま
す
。

　

1
分
別
徹
底
と
、
燃
え
る
ご
み
の
中
の
資
源
ご
み

の
分
別
を
進
め
、
資
源
化
を
進
め
な
が
ら
燃
え

る
ご
み
を
減
ら
す
。

　

2
現
状
の
シ
ス
テ
ム
の
改
善
・
再
構
築
に
よ
り
、

資
源
ご
み
の
分
別
収
集
の
効
果
を
上
げ
る
。

　

3
北
但
ご
み
処
理
施
設
で
の
処
理
を
念
頭
に
お
い

た
ご
み
収
集
体
制
を
構
築
す
る
。

　

4
ご
み
は
、
分
別
資
源
化
・
焼
却
な
ど
の
ご
み
の

性
状
に
適
し
た
処
理
方
法
で
、
衛
生
的
に
か
つ

安
全
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
処
理
を
行
う
。
あ

わ
せ
て
、
処
理
で
き
な
い
ご
み
の
適
正
な
処
分

の
徹
底
と
不
法
投
棄
の
撲
滅
を
図
る
。

　　

ご
み
は
、
人
類
の
生
活
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
ご

み
を
増
や
す
も
減
ら
す
も
我
々
の
意
識
の
あ
り
方
ひ
と

つ
で
す
。
上
記
の
目
標
に
つ
い
て
は
、
住
民
・
事
業

所
・
行
政
が
取
り
組
む
目
標
値
で
あ
り
、
日
頃
の
小
さ

な
「
ご
み
に
対
す
る
意
識
を
高
く
す
る
こ
と
」
で
達
成

さ
れ
る
も
の
で
す
。新
温
泉
町
の
豊
か
な
自
然
を
守
り
、

ま
た
、
限
ら
れ
た
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、
将
来
の
新

温
泉
町
も
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
よ
う
と
も
に
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ　

町
民
課
環
境
防
災
係　

℡
82
‐
５
６
２
１
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環
境
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
、
事
業
所
な
ど
か
ら
廃
食
油
を
回

収
し
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ
（
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

燃
料
）
を
精
製
す
る
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
「
み
か
た
Ｅ
Ｃ
Ｏ
協
議
会
」（
吉

田
仁
司
会
長
）
が
、
県
大
気
環
境
保
全

連
絡
協
議
会
（
会
長
：
井
戸
敏
三
知
事
）

に
よ
る
第
13
回
あ
お
ぞ
ら
大
賞
を
受
賞

し
、
６
月
26
日
、
吉
田
会
長
と
西
村
副

会
長
が
、
岡
本
町
長
に
受
賞
の
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

　

あ
お
ぞ
ら
大
賞
は
、
県
民
の
模
範
と

な
る
べ
き
大
気
環
境
保
全
の
推
進
に
関

す
る
功
績
が
顕
著
な
団
体
や
個
人
を
表

彰
し
て
お
り
、
本
町
で
は
初
の
受
賞
と

な
り
ま
す
。
同
協
議
会
は
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ
の

精
製
に
よ
り
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
削

減
し
地
球
温
暖
化
防
止
に
貢
献
し
た
こ

と
や
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ
売
却
の
収
益
で
町
内
小

中
学
校
へ
の
扇
風
機
寄
贈
な
ど
の
地
域

貢
献
活
動
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

吉
田
会
長
は
、「
関
係
者
の
力
で
受

賞
し
た
も
の
と
思
っ
て
い
る
。
企
業
に

加
え
、
一
般
の
方
に
対
し
て
も
取
組
へ

の
理
解
を
広
げ
た
い
の
で
、
行
政
の
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
岡
本
町
長
は
、「
環
境
に
や

さ
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
町
民
と

一
緒
に
な
っ
て
支
援
し
て
い
き
た
い
。

大
切
な
活
動
な
の
で
、
今
回
の
受
賞
を

糧
に
今
後
も
継
続
し
て
い
た
だ
き
た

い
。」
と
同
協
議
会
の
取
組
を
称
え
ま

し
た
。

廃
食
油
の
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

▼
回
収
方
法　

食
用
油
に
限
り
ま
す
。
こ

し
て
カ
ス
を
取
り
除
き
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
な
ど
の
ふ
た
が
閉
ま
る
容
器
に
入
れ

て
く
だ
さ
い
。

▼
回
収
場
所　

清
美
社
、
湯
村
炊
飯
セ
ン

タ
ー
、
ナ
カ
ケ
ー
湯
村
店
・
白
川
店
、

ジ
ャ
ン
ボ
西
村
、
夢
ホ
ー
ル
地
下

▼
問
合
せ  

同
協
議
会  

℡
92
‐
２
５
８
２

　
（
湯
村
炊
飯
セ
ン
タ
ー
内　

吉
田
会
長
）

　

み
か
た
Ｅ
Ｃ
Ｏ
協
議
会

　
　
　
　

「
あ
お
ぞ
ら
大
賞
」
受
賞
を
町
長
に
報
告

年度
人口 

（人）

集団回収量
ごみ排出量 排出量 H19 年度比 灰量 資源化量 総資源化量 総資源化率予測量 減量化施策

による増加量 計

① ② ③ ④ = ② + ③ ⑤ ⑥ = ④ + ⑤ 排出量 ⑦ ⑧ ⑨ = ④ + ⑦ + ⑧ ⑨ / ⑥× 100
H19 17,564 909 ― 909 5,850.01 6,759.01 ― 664 578 2,151.00 31.8％
H22 16,756 863 ― 863 5,310.86 6,173.86 △   8.7％ 594 546 2,003.00 32.4％
H38 13,170 652 48 700 4,487.27 5,187.27 △ 23.3％ 473 523 1,696.00 32.7％

■目標を達成した場合の本町のごみ量推計値 単位：㌧ / 年
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今夏の節電へのご協力のお願い
　福井県の大飯発電所３、４号機の再稼動が決定され発電を開始していますが、昨年に引き続き、電力需

給のひっ迫が予想されます。大変なご不便とご迷惑をおかけしますが、無理のない範囲での節電にご協力

をお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆問合せ　町民課　環境防災係　℡ 82-5621

■家庭の節電メニュー
　次の節電メニューの中から、それぞれのご家庭で実施できるものをチェックしていただき、節電にご協
力をお願いします。

■家庭では、いつ節電すればよい？
　電力需給のひっ迫が予想される次の期間にお願いします。
　７月２日（月）～９月７日（金）の平日の午前９時～午後８時（お盆の８月 13 日～ 15 日を除く）

■夏の昼間の電力使用の特徴
　特に日中（午後１時～４時）頃に最大ピークとなる
傾向にあります。日中ご在宅の場合には、特にこの時
間帯の節電が重要となります。

■家庭の電気機器の使用例
　夏の昼間（午後 2 時頃）の電気機器使用例
です（在宅世帯の例）。特にエアコンの節電が
需要です。

品目 節電内容 削減効果 品目 節電内容 削減効果

エアコン

室温 28℃を心がける。
※設定を 2℃上げた場合 10％

テレビ

省エネモードに設定するとともに、
画面の輝度を下げ、必要な時以外は
消す。
※標準→省エネモードに設定し、使用
　時間を２／３に減らした場合

2％“ すだれ ” や “ よしず ” などで窓から
の日差しを和らげる。

（エアコンの節電になります）
10％

無理のない範囲でエアコンを消し、
扇風機を使用する。
※除湿運転やエアコンの頻繁なオンオ
フは電力が増加する場合があります。

50％ 温水洗浄
便座

温水のオフ機能、タイマー節電機能
を利用する。 いずれかで

1％未満上記の機能がない場合、使わない時
はコンセントからプラグを抜く。

冷蔵庫

冷蔵庫の設定を「強」から「中」に
変え、扉を開ける時間をできるだけ
減らし、食品を詰め込みすぎないよ
うにする。
※食品の傷みにご注意ください。

2％

ジャー
　炊飯器

早朝にタイマー機能で１日分まとめ
て炊いて、冷蔵庫や冷凍庫に保存す
る。

2％

待機電力
リモコンの電源ではなく、本体の主
電源を切る。長時間使わない機器は
コンセントからプラグを抜く。

2％
照明 日中は不要な照明を消す。 5％
＜日中は非在宅（会社・学校）の皆様へ＞
　・日中は、上記の冷蔵庫、温水洗浄便座、待機電力による節電をお願いします。
＜家庭には、他にも消費電力が大きい電気製品があります＞
　・平日の日中（午後 1 時～ 4 時）を避けて使用いただく、あるいは使用時間が重ならないよう工夫しましょう。
　　アイロン、電気ポット、電子レンジ、ホットプレート、ドライヤー、トースター、ＩＨクッキングヒーター、
　　食器洗い機、浴室乾燥機、掃除機、洗濯乾燥機など。
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■計画停電について
　万が一、計画停電が実施される際は、事前にお知らせしますが、それに備えた準備を日頃から行うとと
もに、計画停電が実施されないよう節電にご協力をお願います。
　①実施の可能性のある期間・時間帯
　　７月２日（月）～９月７日（金）※土・日・祝日と８月１３日～１５日を除く
　　　午前８時３０分～午後９時の間でグループごとに最大２時間程度
　②区分（グループ）
　　・関電供給エリアを６つのグループに分け、それをさらに８つ（A ～ H）のサブグループに細分化
　　・自身のグループ・サブグループは、関西電力から発送されるダイレクトメールや検針票、ホームペ
　　　ージで確認できます。
　③停電時間帯

　　　　　　　　※計画停電の操作時間（３０分程度）を含む。
　④計画停電実施の周知
　　・実施の前日午後６時ごろ…実施予定の時間帯、グループ、サブグループを行政放送等で告知
　　・計画停電時間帯の２時間前…実施する時間帯、グループ、サブグループを行政放送等で告知
　　　　　　　　　　　　　　　　（２時間前の告知は、計画停電が実施される場合のみ行います。）
　　※関西電力の「でんき予報」、テレビ・ラジオ等でもお知らせします。
　⑤計画停電に備えて
　　・冷蔵庫等の食料品の管理を十分に行ってください。
　　・緊急時等は移動することを想定し、計画停電区域外の公共施設等の場所を確認してください。
　　・熱中症等の対策など、体調管理に注意してください。※ 12・13 ページをご覧ください。
　　　（療養中で電気式の医療器具を使用している方は、かかりつけの医師に相談してください。）

■「でんき予報」のご案内
　でんき予報を参考にしていただき、やや厳し
い・厳しい・非常に厳しいになった場合には、
一層の節電にご協力をお願いします。
※関西電力のホームページで確認できます。

■節電・計画停電の問合せ　関西電力株式会社　専用ダイヤル：0120-911-777（通話無料）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＵＲＬ：http://www.kepco.co.jp

第１時間帯   8：30 ～ 11：00 第４時間帯 14：30 ～ 17：00
第２時間帯 10：30 ～ 13：00 第５時間帯 16：30 ～ 19：00
第３時間帯 12：30 ～ 15：00 第６時間帯 18：30 ～ 21：00

役
場
で
の
取
組

　

28
度
設
定
で
の
冷
房
運
転
、
支
障
の

な
い
範
囲
で
の
消
灯
、
機
械
監
視
に
よ

る
電
力
使
用
の
ピ
ー
ク
の
抑
制
な
ど
の

節
電
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

在
宅
で
人
工
呼
吸
器
等
の
医
療

機
器
を
使
用
し
て
い
る
方
へ　

〈
計
画
停
電
に
備
え
県
が
相
談
窓
口
設
置
〉

▼
設
置
期
間　

９
月
７
日
（
金
）
ま
で

▼
開
設
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
対
応
内
容　

通
電
対
象
医
療
機
関
等

の
情
報
、　

電
力
会
社
・
医
療
機
器

メ
ー
カ
ー
の
窓
口
情
報　

な
ど

▼
県
相
談
窓
口

　

℡
（
０
７
８
）
３
６
２
‐
３
３
６
６

　

℻
（
０
７
８
）
３
６
２
‐
３
３
７
０

し
ん
お
ん
せ
ん
防
災
ネ
ッ
ト

に
登
録
を
お
願
い
し
ま
す

　

し
ん
お
ん
せ
ん
防
災
ネ
ッ
ト
に
登
録

す
る
と
、
本
町
の
緊
急
情
報
な
ど
を

メ
ー
ル
で
受
信
で
き
ま
す
。

▼
登
録
方
法  shinonsen@

bosai.net

あ
て
に
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
、
返

信
を
受
け
た
メ
ー
ル
に
従
っ
て
登
録

を
し
て
く
だ
さ
い
。　
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熱
中
症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

～
町
民
の
皆
さ
ま
に
取
り
組
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
た
だ
き
た
い
こ
と
～

　

熱
中
症
の
発
生
は
、
７
～
8
月
が
ピ
ー
ク
に
な
り
ま
す
。
熱
中
症
を
正
し
く
理
解
し

て
、
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
▼
問
合
せ 

健
康
課  

健
康
推
進
係　

℡
99
‐
２
９
４
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
～
に
内
）

○
熱
中
症
は
、
適
切
な
予
防
を
す
れ
ば

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
熱
中
症
に
な
っ
た
場
合
も
、
適
切
な

応
急
処
置
に
よ
り
救
命
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

○
一
人
ひ
と
り
が
、
熱
中
症
予
防
の
知

識
を
も
ち
、
自
分
の
体
調
の
変
化
に

気
を
つ
け
る
と
と
も
に
、
周
囲
の
人

に
も
気
を
配
り
、
予
防
を
呼
び
か
け

合
っ
て
、
熱
中
症
に
よ
る
健
康
被
害

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
と
は
…

高
温
多
湿
な
環
境
下
で
、
体
内
の

水
分
や
塩
分
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

た
り
、
体
温
調
整
機
能
が
う
ま
く
働

か
な
い
こ
と
に
よ
り
、
体
内
に
熱
が

た
ま
り
、
筋
肉
痛
や
大
量
の
発
汗
、

さ
ら
に
は
吐
き
気
や
倦
怠
感
な
ど
の

症
状
が
現
れ
、
重
症
に
な
る
と
意
識

障
害
な
ど
が
起
こ
り
ま
す
。

気
温
が
高
い
、
湿
度
が
高
い
な
ど

の
環
境
条
件
と
、
体
調
が
良
く

な
い
、
暑
さ
に
体
が
ま
だ
慣
れ
て
い

な
い
な
ど
の
個
人
の
体
調
に
よ
る
影

響
と
が
重
な
る
こ
と
に
よ
り
、
熱
中

症
の
発
生
が
高
ま
り
ま
す
。

屋
外
で
活
動
し
て
い
る
と
き
だ
け

で
な
く
、
室
内
で
特
に
何
も
し

て
い
な
く
て
も
熱
中
症
を
発
症
し
、

救
急
搬
送
さ
れ
た
り
、
死
亡
す
る
事

例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

熱
中
症
の
予
防
法

　

熱
中
症
の
予
防
に
は
、｢

水
分
補
給｣

と｢

暑
さ
を
避
け
る
こ
と｣

が
大
切
で

す
！水

分
・
塩
分
補
給

○
こ
ま
め
な
水
分
・
塩
分
の
補
給

※
高
齢
者
、
障
が
い
児
、
障
が
い
者
の

場
合
は
、
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
な
く

て
も
、
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
。

熱
中
症
に
な
り
に
く
い　

　
　
　
　
　
　

室
内
環
境

○
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
使
っ
た
温
度

調
整

○
室
温
が
上
が
り
に
く
い
環
境

の
確
保　

（
こ
ま
め
な
換
気
、

遮
光
カ
ー
テ
ン
、
す
だ
れ
、

打
ち
水
な
ど
）

○
こ
ま
め
な
室
温
確
認

体
調
調
節
を
す
る
た
め
に

○
こ
ま
め
な
体
温
測
定

（
特
に
体
温
調
整
が
十
分
で
な
い
高
齢

者
、
障
が
い
児
、
障
が
い
者
、
子
ど
も
）

○
通
気
性
の
良
い
、
吸
湿
、
速
乾
の
衣

服
着
用

○
保
冷
剤
、
氷
、
冷
た
い
タ
オ
ル
な
ど

に
よ
る
体
の
冷
却

急に暑くなった日は
  特に注意！

室内にいるときも
  注意が必要！

○
日
頃
か
ら
運
動
習
慣
を
も
ち
、
体
温

調
節
の
働
き
を
高
め
て
お
く
。

外
出
時
の
注
意

○
日
傘
や
帽
子
の
着
用

○
日
陰
の
利
用
、
こ
ま
め
な
休
憩
と
水

分
補
給

○
通
気
性
の
良
い
、
吸
湿
、
速
乾
の
衣

服
着
用

○
天
気
の
良
い
日
は
昼
下
が
り
の
外
出

を
で
き
る
だ
け
控
え
る
。

熱
中
症
が
疑
わ
れ
る　

　
　

人
を
み
か
け
た
ら

涼
し
い
場
所
へ　
　
　
　

　
　
　
　
　

避
難
さ
せ
る

衣
服
を
脱
が
せ
、　
　
　

　
　
　
　

身
体
を
冷
や
す

水
分
・
塩
分
を
補
給
す
る

※
冷
却
グ
ッ
ズ
の

活
用
も
効
果
的

で
す
。

※
自
力
で
水
を
飲
め
な
い
、
意
識
が
な

い
場
合
は
、
直
ち
に
救
急
隊
を
要
請

し
ま
し
ょ
う
！
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②
高
齢
者
の
方
は
特
に　

　
　

注
意
が
必
要
で
す
！

●
熱
中
症
患
者
の
お
よ
そ
半
数
は
高
齢

者
（
65
歳
以
上
）
で
す
。
高
齢
者
は

暑
さ
や
水
分
不
足
に
対
す
る
感
覚
機

能
が
低
下
し
て
お
り
、
暑
さ
に
対
す

る
体
の
調
整
機
能
も
低
下
し
て
い
ま

す
。

●
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
な
く
て
も
こ
ま

め
に
水
分
補
給
を
し
た
り
、
暑
さ
を

感
じ
な
く
て
も
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン

を
使
っ
て
、
温
度
調
整
を
す
る
よ
う

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

①
暑
さ
の
感
じ
方
は
人
に

　

  
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
！

●
体
調
や
暑
さ
に
対
す
る
慣
れ
な
ど
が

影
響
し
て
、
暑
さ
に
対
す
る
抵
抗
力

（
感
受
性
）
は
個
人
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。

●
自
分
の
体
調
の
変
化
に
気
を
つ
け
、

暑
さ
の
抵
抗
力
に
合
わ
せ
て
、
万
全

の
予
防
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

④
節
電
は
無
理
の
な
い　

  

　
　
　
　
　
　

範
囲
で
！

●
く
れ
ぐ
れ
も
体
調
に
は
気
を
つ
け

て
、
熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
無
理

の
な
い
範
囲
で
節
電
に
取
り
組
ん
で

下
さ
い
。

●
気
温
が
高
い
日
や
湿
度
の
高
い
日
に

は
、
適
度
に
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を

使
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
熱
中
症
予
防
を
呼
び
か
け

　

  

合
う
こ
と
が
大
切
で
す
！

●
一
人
ひ
と
り
が
周
囲
の
人
に
気
を
配

り
、
熱
中
症
の
予
防
を
呼
び
か
け
合

う
こ
と
で
、
熱
中
症
の
発
生
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
特
に
、
熱
中
症
に
か
か
り
や
す
い

高
齢
者
、
障
が
い
児
、
障
が
い
者
や

子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
周
囲
が
協
力

し
て
注
意
深
く
見
守
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
・
お
願
い
し
た
い
こ
と

感
染
経
路

・
菌
に
汚
染
さ
れ
た
飲
食
物
を
食
べ
る
。

・
患
者
の
糞
便
で
汚
染
さ
れ
た
も
の
を

口
に
す
る
。

予　

防

・
生
肉
・
ユ
ッ
ケ
は
要
注
意
。
特
に
乳

幼
児
や
お
年
寄
り
な
ど
抵
抗
力
の
弱

い
人
は
、
生
食
は
止
め
ま
し
ょ
う
。

生
肉
に
添
え
て
あ
る
野
菜
は
、
火
を

通
し
て
か
ら
食
べ
ま
し
ょ
う
。

・
食
品
は
内
部
ま
で
十
分
に
加
熱
し
て

食
べ
ま
し
ょ
う
。

　
（
中
心
温
度
が
75
度
、
１
分
以
上
）

・
焼
肉
な
ど
は
、
生
肉
を
触
る
箸
と
食

事
用
の
箸
は
別
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
調
理
前
後
、
食
事
前
、
用
便
後
は
必

ず
石
鹸
で
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

・
タ
オ
ル
の
共
有
は
止
め
ま
し
ょ
う
。

・
ま
な
板
・
包
丁
な
ど
の
調
理
用
具
は

必
ず
よ
く
洗
い
、
塩
素
系
消
毒
剤
な

ど
で
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

・
赤
ち
ゃ
ん
に
下
痢
が
み
ら
れ
る
時
は
、

オ
ム
ツ
交
換
後
石
鹸
で
手
を
洗
い
ま

し
ょ
う
。

特　

徴

　

大
腸
菌
は
、
ほ
と
ん
ど
の
も
の
は
無

害
で
す
が
、
人
に
下
痢
な
ど
を
起
こ
す

も
の
が
あ
り
、
病
原
性
大
腸
菌
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
ベ
ロ
毒

素
を
産
生
し
、
出
血
を
伴
う
腸
炎
や
溶

血
性
尿
毒
症
症
候
群
を
起
こ
す
腸
管
出

血
性
大
腸
菌
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
代
表
的
な
0
‐
１
５
７
や
０
‐

２
６
、０
‐
１
１
１
等
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

・
非
常
に
少
な
い
菌
数
で
感
染
す
る
た

め
、
感
染
力
が
強
い
。

・
大
腸
で
増
え
る
時
、
毒
素
を
作
る
。

・
感
染
し
て
か
ら
発
病
す
る
ま
で
、
２

～
14
日
と
長
い
。

主
な
症
状

・
激
し
い
腹
痛
と
水
様
性
下
痢
や
血
便

（
鮮
血
便
）

・
発
熱
、
吐
き
気
、
嘔
吐
を
伴
う
場
合

も
あ
る
。

＊
症
状
の
あ
る
方
は
、
速
や
か
に
医
師

の
診
察
を
受
け
、
指
示
に
従
っ
て
下

さ
い
。

腸
管
出
血
性
大
腸
菌
等
感
染
症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

気
温
が
上
昇
す
る
夏
場
は
、
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
等
に
よ
る
食
中
毒
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
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税
条
例
改
正
ポ
イ
ン
ト

1
退
職
所
得
に
係
る
個
人
住
民
税
の

10
％
税
額
控
除
が
廃
止
と
な
り
ま
す

　
　

平
成
25
年
１
月
１
日
以
後
に
支
払

わ
れ
る
退
職
手
当
に
適
用

2
平
成
26
年
度
か
ら
平
成
35
年
度
ま
で

の
間
、
個
人
住
民
税
の
均
等
割
額
を

引
き
上
げ
ま
す

・
現
行
３
０
０
０
円
／
年
を
５
０
０
円

引
き
上
げ
、
３
５
０
０
円
／
年
に
改

正
・
増
額
分
の
使
途
は
、「
緊
急
に
防
災

の
た
め
に
必
要
な
事
業
」
と
限
定
さ

れ
て
お
り
、
今
後
協
議
を
行
い
、
平

成
26
年
度
の
予
算
で
明
確
に
事
業

を
指
定
し
て
執
行
（
な
お
、
県
民

税
も
同
様
に
５
０
０
円
引
き
上
げ
、

１
５
０
０
円
に
改
正
済
み
）

3
公
的
年
金
だ
け
の
所
得
の
方
が
、
寡

婦
（
寡
夫
）
控
除
を
受
け
よ
う
と
す

る
場
合
、
所
得
申
告
書
の
提
出
が
不

要
と
な
り
ま
す

　
　

平
成
26
年
１
月
１
日
か
ら
適
用

4
固
定
資
産
税
（
土
地
）
の
負
担
調
整

措
置
は
、
原
則
と
し
て
現
行
の
仕
組

み
を
３
年
延
長
し
ま
す　

・
住
宅
用
地
の
据
置
特
例
は
、
平
成
24

年
度
と
25
年
度
は
経
過
措
置
を
適

用
。
平
成
26
年
度
に
廃
止

・
商
業
地
と
農
地
は
、
今
ま
で
ど
お
り

の
措
置
を
３
年
延
長

5
町
た
ば
こ
税
と
県
た
ば
こ
税
の
配
分

が
変
更
と
な
り
、
町
た
ば
こ
税
が
増

額
と
な
り
ま
す
（
県
た
ば
こ
税
は
、

町
の
増
額
分
だ
け
減
額
。
１
本
あ
た

り
の
金
額
に
変
更
な
し
）

・
製
造
た
ば
こ
４
６
１
８
円 

を 

５
２
６
２
円
（
千
本
あ
た
り
）
に
改

正
・
旧
３
級
品
（
わ
か
ば
、
エ
コ
ー
等
）

２
１
９
０
円 

を 

２
４
９
５
円
（
千

本
あ
た
り
）
に
改
正

・
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
適
用

6
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
等
へ
の
負

担
軽
減
や
図
書
館
・
博
物
館
・
幼
稚

園
を
設
置
す
る
財
団
法
人
等
へ
の
固

定
資
産
税
の
非
課
税
措
置
の
追
加
を

し
ま
す

外
国
人
住
民
の
方
の　
　
　

登
録
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

概
要

　

平
成
24
年
７
月
９
日
に
「
外
国
人
登

録
法
」
が
廃
止
さ
れ
、
同
日
に
「
住
民

基
本
台
帳
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」
が
施
行
さ
れ
、
外
国
人
住
民
の
方

に
つ
い
て
も
日
本
人
と
同
様
に
住
民
票

が
作
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

主
な
変
更
内
容

○
日
本
人
と
外
国
人
と
で
構
成
さ
れ
て

い
る
世
帯
の
全
員
が
記
載
さ
れ
た
証

明
書
（
住
民
票
の
写
し
な
ど
）
の
発

行
が
、
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

○
他
の
市
区
町
村
へ
異
動
す
る
際
に

は
、
外
国
人
住
民
の
方
も
日
本
人
住

民
と
同
様
に
転
出
届
を
し
、「
転
出

証
明
書
」
を
持
っ
て
、
新
た
な
居
住

地
で
転
入
届
を
す
る
必
要
が
あ
り
、

出
国
の
際
に
も
、
市
区
町
村
へ
の
届

出
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

○
在
留
資
格
や
在
留
期
間
の
変
更
に
つ

い
て
、
地
方
入
国
管
理
局
と
市
町
村

の
両
方
に
必
要
だ
っ
た
届
出
が
地
方

入
国
管
理
局
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

▼
問
合
せ　

町
民
課　

戸
籍
住
民
係

　

℡
82
‐
５
６
２
１

国
民
健
康
保
険
税
条
例

改
正
の
ポ
イ
ン
ト

　

国
民
健
康
保
険
世
帯
の
被
保
険
者
に

係
る
医
療
費
の
動
向
等
を
勘
案
し
、
国

民
健
康
保
険
財
政
調
整
運
用
基
金
か
ら

６
０
０
０
万
円
を
繰
入
れ
、
1
世
帯
年

間
平
均
負
担
額
は
、
15
万
２
６
５
１

円
で
前
年
度
に
比
較
し
て
19
・
７
％

（
２
万
５
０
９
３
円
）
引
上
げ
と
す
る

税
率
に
改
正
し
ま
し
た
。

町
税
条
例
・
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

新
温
泉
町
税
条
例
と
新
温
泉
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
問
合
せ　

税
務
課　

℡
82
‐
３
１
１
３

区分 所得割額 資産割額 均等割額 平等割額 １世帯あたり １人あたり

医療分 6.17％
（4.85）

24.64％
（18.71）

21,900 円
（17,300）

18,500 円
（14,700）

99,057 円
（77,435）

55,613 円
（42,825）

支援金分 1.22％
（1.20）

4.87％
（4.60）

4,400 円
（4,300）

3,700 円
（3,600）

19,770 円
（19,106）

11,099 円
（10,566）

介護分 2.39％
（2.10）

9.66％
（8.59）

10,400 円
（9,600）

5,900 円
（5,500）

33,824 円
（31,017）

25,610 円
（23,389）

平成 24 年度税率一覧
（　）内は、平成 23 年度の税率

＊国民健康保険税は、国民健康保険事業を運営する上で重要な財源です。
　期限内に、忘れず納めましょう。



15 広報しんおんせん（7月号）

H24（2012）.7.12

町政のうごきから

　次のとおり、新温泉町職員採用候補者試験を行いますのでお知らせします。

新温泉町職員採用試験のお知らせ
平成 25 年４月採用

１　試験職種、採用予定人員及び受験資格

２　試験日時、場所、方法及び発表

試験職種 採用予定人員 受　験　資　格

一般行政職
（初級職）

一般事務 1 名
昭和 57 年４月２日以降に生まれた方で、高等学校以上の学校を卒業した方または平成
25 年３月末までに卒業見込みの方

保育士 2 名

次のいずれの要件も満たす方
・昭和 57 年４月２日以降に生まれた方で、高等学校以上の学校を卒業した方または平成

25 年３月末までに卒業見込みの方
・保育士資格及び幼稚園教諭免許を有する方または平成 25 年３月末日までに資格取得見

込みの方

医療職 薬剤師 1 名

次のいずれの要件も満たす方
・昭和 57 年４月２日以降に生まれた方で、高等学校以上の学校を卒業した方または平成

25 年３月末までに卒業見込みの方
・薬剤師資格を有する方または平成 25 年３月末日までに資格取得見込みの方

試　験 日　時　・　場　所 方　　法 合格発表

第１次試験

9 月 16 日（日）午前 10 時
　受付：午前 9 時 10 分～ 9 時 40 分
香美町立香住文化会館
　（香美町香住区香住 100-2）

高校卒業程度の一般教養にかかる「教養試験」と初級
公務員として必要な知識及び表現力にかかる「作文試
験」を行います。

10 月下旬

第 2 次試験 第１次試験合格者に通知
個別面接の方法による「口述試験」と「身体検査」を
行います。身体検査は、胸部疾患その他について医師
による身体検査書を提出していただきます。

試験後
2 週間以内

※次のいずれかに該当する人は、受験できません。
　（ｱ）成年被後見人又は被保佐人
　（ｲ）禁錮以上の刑に処せられ、その執行が終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの人
　（ｳ）日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党そ

の他の団体を結成し、又はこれに加入した人

３　合格発表から採用までの経路
（１）最終合格者は、採用候補者名簿に登載し、そのうちから採用者を決定します。
（２）採用は、平成 25 年４月１日以降になる予定です。
（３）採用候補者名簿は、確定の日から平成 26 年３月 31 日まで有効です。

４　給　与
（１）初任給は、給与条例等により経歴その他を勘案のうえ決定します。
（２）諸手当は、扶養手当、通勤手当、期末手当、勤勉手当等給与条例に定めるところにより支給します。

５　受験手続及び受付期間
（１）申込用紙は、新温泉町役場総務課及び温泉総合支所地域振興課で交付します。なお、申込用紙を郵便で請求する場合

は、120 円切手を貼った宛先明記の返信用封筒（角２号封筒〔週刊誌大〕）を必ず同封してください。
（２）受験申込は、申込書に必要な事項を記入して新温泉町役場総務課へ提出し、受験票を受領してください。
（３）受付期間は、７月 12 日（木）から８月２日（木）までです。

　　  祝日を除く月曜日から金曜日の午前８時 30 分から午後５時 15 分まで受け付けます。郵送の場合は、８月２日までに
到着したものに限り受け付けます。

６　その他
　　  受験手続その他の問合せは、新温泉町役場総務課総務係までご連絡ください。  ℡８２－３１１１（内線 212）

※合格発表は、新温泉町役場及び温泉総合支所掲示板に掲示するとともに合格者に通知します。
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―
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き
―

　
皆
さ
ま
の
声
に
お
答
え
し
ま
す

　

住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
か
ら
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
３
名
の
方
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
い

た
だ
い
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

海
岸
に
漂
着
す
る
ご
み
や
材
木
の
処

理
は
、
ク
リ
ー
ン
作
戦
の
名
の
も
と
に

地
域
や
海
岸
を
愛
す
る
皆
様
の
協
力
を

得
て
、
条
件
に
も
よ
り
ま
す
が
最
終
は

焼
却
を
主
と
し
て
海
岸
美
化
に
努
め
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
単
に
漂
着
ご
み
と

し
て
処
理
す
る
の
で
は
な
く
、
利
用
で

き
る
も
の
は
資
源
と
し
て
再
利
用
す
る

こ
と
が
循
環
型
社
会
の
求
め
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

ご
意
見
の
漂
着
し
た
木
材
や
木
切
れ

の
活
用
の
ご
提
案
で
す
が
、
芸
術
の
世

界
で
は
「
流
木
ア
ー
ト
」
と
称
さ
れ
、

　

以
命
亭
の
裏
庭

（
現
在
、
芝
生
）
の

活
用
に
つ
い
て
は
、

平
成
４
年
に
オ
ー

プ
ン
す
る
際
や
、

平
成
22
年
に
公
共

下
水
道
接
続
の
た

め
浄
化
槽
を
撤
去
す
る
際
に
も
検
討
し

ま
し
た
。
最
終
的
に
は
、
七
釜
屋
森
家

の
代
々
の
当
主
が
庵
室
「
以
命
亭
」
か

ら
味
原
川
耕
地
や
大
庭
・
観
音
山
を
望

む
四
季
の
移
り
変
わ
り
を
好
ん
だ
こ
と

か
ら
、
そ
の
景
観
を
遮
る
よ
う
な
工
作

物
は
作
ら
ず
、
母
屋
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

テ
ラ
ス
か
ら
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
同
じ

風
景
が
望
め
る
よ
う
に
配
慮
し
ま
し

た
。

　

裏
庭
は
、「
宇
野
雪
村
賞
全
国
書
道

展
」の
表
彰
式
会
場
や
夕
涼
み
映
画
会
、

屋
外
造
形
作
品
の
展
示
、
野
立
て
（
茶

会
）
な
ど
と
し
て
、
過
去
に
利
用
し
て

い
ま
す
。

　

ご
提
案
の
よ
う
に
裏
庭
を
日
本
庭
園

に
整
備
し
、
お
茶
席
を
設
け
て
来
館
者

に
癒
し
の
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く

こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
そ
の
場
合
、
裏

庭
の
利
用
が
庭
園
の
鑑
賞
や
お
茶
会
に

限
ら
れ
ま
す
の
で
、
当
面
は
現
在
の
多

目
的
広
場
と
し
て
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
計

画
し
、活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

浜
坂
先
人
記
念
館
で
は
、
来
館
し
た

す
べ
て
の
皆
様
が
時
間
を
忘
れ
、
癒
し

の
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
日
々
努
め
て
い
ま
す
。
以
命
亭
の
活

用
に
つ
い
て
良
い
ア
イ
デ
ア
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
今
後
と
も
提
案
を
お
願
い
し

ま
す
。（
社
会
教
育
課
長　

太
田
洋
二
）

　

心
肺
蘇
生
法
は
、
呼
吸
が
止
ま
り
、

心
臓
も
動
い
て
い
な
い
と
見
ら
れ
る
人

の
救
命
へ
の
チ
ャ
ン
ス
を
維
持
す
る
た

め
に
行
う
呼
吸
及
び
血
液
循
環
の
補
助

方
法
で
、
人
工
呼
吸
と
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
内
容
と
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の

普
及
も
進
ん
で
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
心
肺
蘇
生
法
の
講
習
会

は
、
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
自
主
防
災
組
織
、

消
防
団
な
ど
が
定
期
的
に
行
っ
て
お

り
、
そ
の
指
導
は
、
救
急
を
専
門
業
務

と
す
る
美
方
広
域
消
防
本
部
が
行
っ
て

い
ま
す
。
同
本
部
で
は
要
望
・
依
頼
に

よ
り
出
向
い
て
の
講
習
会
も
対
応
し
ま

す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

救
急
現
場
で
近
く
に
居
合
わ
せ
た
方

を
、
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
と
言
い
ま
す
。

大
切
な
人
を
救
う
た
め
に
も
救
急
車
が

浜
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た

木
材
等
の
活
用
を

　

浜
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
木
材
等
を

活
用
し
て
、観
賞
用
の
動
物
や
植
物
、

竹
馬
な
ど
を
作
っ
た
り
す
る
、
子
ど

も
や
大
人
を
対
象
に
し
た
教
室
を
実

施
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
（
浜
坂　

羽
柴
正
記
さ
ん
）

以
命
亭
の
庭
の
整
備
を

　

以
命
亭
の
庭
を
日
本
庭
園
の
よ
う

な
す
ば
ら
し
い
庭
に
整
備
し
て
、
庭

も
観
賞
で
き
る
よ
う
な
施
設
に
し
て

は
ど
う
か
。
ま
た
、
庭
に
お
茶
席
を

設
け
て
、
来
館
者
に
癒
し
の
時
間
を

過
ご
し
て
も
ら
っ
て
は
ど
う
か
。

心
肺
蘇
生
法
講
習
会
を
出
前

講
座
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
て
は

　

自
主
防
災
会
で
年
１
回
の
講
習

会
が
あ
り
ま
す
が
、
出
前
講
座
メ

ニ
ュ
ー
に
加
え
て
い
た
だ
き
、
町
内

会
な
ど
で
気
軽
に
指
導
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
60
代　

女
性
）

そ
の
位
置
付
け
も
あ
り
愛
好
家
も
お
ら

れ
ま
す
。
ご
提
案
は
ジ
オ
パ
ー
ク
関
係

の
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
皆
さ
ん
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
機
会
を
検
討
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
（
商
工
観
光
課
長　

田
中　

豊
）
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町政のうごきから

「まちづくり　アイデア　はがき」
　　■町への提案を書いてください。

広報紙に掲載する場合は、氏名を載せてよい・とく名を希望
（どちらかを○で囲ってください）

　

本
町
の
年
間
出
生
数
は
１
０
０
人
余

り
と
な
っ
て
お
り
、
少
子
化
対
策
は
町

の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
少

子
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
若
者
が

町
に
残
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

は
、
雇
用
の
確
保
、
住
宅
の
確
保
等
課

題
が
多
く
あ
り
ま
す
。
町
で
は
、
雇
用

の
創
出
と
若
者
定
住
に
つ
い
て
重
点
的

に
取
り
組
ん
で
お
り
、「
ふ
る
さ
と
雇

用
再
生
事
業
」
や
「
定
住
促
進
住
宅
取

得
助
成
事
業
」
等
若
者
の
定
住
促
進
を

図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
乳
幼
児
医

療
費
助
成
事
業
」
や
「
多
子
世
帯
保
育

料
軽
減
事
業
」
な
ど
子
育
て
家
庭
の
経

費
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

～
２
回
程
度
の
開
催
を
計
画
し
て
お

り
、
具
体
的
な
事
業
内
容
等
が
決
ま
り

次
第
、
広
報
紙
等
を
通
じ
て
広
く
若
者

に
参
加
を
呼
び
掛
け
る
予
定
で
す
。

　

今
後
、
町
内
の
各
種
団
体
、
企
業
等

に
も
協
力
を
呼
び
か
け
、
町
ぐ
る
み
で

婚
活
事
業
を
支
援
す
る
体
制
を
確
立
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
様
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

ま
た
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
無
料

レ
ン
タ
ル
、
町
民
バ
ス
無
料
パ
ス
ポ
ー

ト
の
発
行
等
が
少
子
化
対
策
に
有
効
な

取
組
で
あ
る
か
ど
う
か
検
討
を
進
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
し
、
兵
庫
県
や
鳥

取
県
で
取
り
組
ん
で
い
る
子
育
て
支
援

パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て
も
、
商
工

会
、
商
店
街
振
興
会
と
協
議
し
な
が
ら

商
店
の
活
性
化
も
含
め
、
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
婚
活
関
係
：
企
画
課
長　

田
中
雅
樹
）

（
子
育
て
支
援
関
係
：

　
　
　

福
祉
課
長　

西
垣
日
出
樹
）

到
着
す
る
ま
で
の
間
、
バ
イ
ス
タ
ン

ダ
ー
に
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
一
つ
が
心
肺
蘇
生
法
で
す
。
い
ざ
と

い
う
時
の
た
め
に
是
非
受
講
く
だ
さ

い
。　
　
　
（
町
民
課
長　

中
村　

茂
）

婚
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
子
育

て
支
援
で
少
子
化
対
策
を

　

本
町
で
も
少
子
化
や
人
口
減
少
が

進
ん
で
い
る
。未
来
を
背
負
う
若
者
、

子
ど
も
を
増
や
す
よ
う
に
。

●
婚
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

婚
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
、
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
や
若
者
の
交

流
イ
ベ
ン
ト
を
民
間
と
協
力
し
て

行
っ
て
は
ど
う
か
。
鳥
取
で
は
飲
食

店
の
活
性
化
を
含
め
た
〝
街
コ
ン
〟

を
行
っ
て
い
る
。

●
子
育
て
支
援

　

出
産
人
数
の
減
少
は
経
済
的
な
理

由
も
あ
る
。
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

無
料
レ
ン
タ
ル
、
町
民
バ
ス
無
料
パ

ス
ポ
ー
ト
、
保
育
料
の
無
料
化
、
自

動
車
税
減
免
な
ど
を
、
特
に
３
人
目

以
降
の
子
供
を
対
象
に
行
っ
て
は
ど

う
か
。
鳥
取
で
は
子
育
て
支
援
パ
ス

ポ
ー
ト
を
発
行
し
て
い
る
。
町
内
消

費
と
町
内
企
業
の
活
性
化
に
も
な

る
。　
　
　
　
　
　
（
30
代　

男
性
）

※
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ
ア
は
奇
数
月
に

そ
の
回
答
と
あ
わ
せ
て
本
誌
で
紹
介

し
ま
す
。
掲
載
は
お
一
人
に
つ
き
年

２
回
ま
で
、
３
回
目
以
降
は
個
別
に

お
答
え
し
ま
す
。
な
お
、
ご
提
案
い

た
だ
い
た
文
章
は
、
編
集
の
都
合
で

一
部
修
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

結
婚
対
策
は
、
若
者
定
住
・
少
子

化
対
策
と
併
せ
て
本
町
の
重
要
課
題

と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
平
成
24
年
１
月
に
「
新
温
泉

町
婚
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
連
絡
協
議

会
」
を
設
置
し
、
本
町
の
婚
活
事
業

の
推
進
方
法
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

ご
提
案
の
、
若
者
が
交
流
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
は
、「
男
女
の

出
会
い
の
場
」
を
提
供
す
る
こ
と
が

出
来
る
た
め
、
現
在
、
交
流
事
業
の

実
施
に
向
け
て
開
催
時
期
等
に
つ
い

て
協
議
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
１
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■住　所

　　新温泉町

電話　　　　－　　　　　　　　

■氏　名（ふりがな） 年 齢 　　   歳

性 別 男  ・  女 

※個人情報は、「まちづくりアイデアはがき」の目的以外には使用しま
せん。

※住所、氏名等の記載のないはがきへの回答はできませんのでご了承ください。

郵　便　は　が　き

新温泉町浜坂 2673-1

新温泉町役場企画課

「まちづくり アイデア はがき」係行

6 6 9 6 7 9 0

　

第
53
回
県
中
学
生
相
撲
選
手
権
大
会

が
６
月
３
日
に
姫
路
市
で
開
催
さ
れ
、

浜
坂
中
学
校
相
撲
部
が
団
体
戦
（
３
人

制
）
で
、
参
加
７
チ
ー
ム
の
総
当
た
り

を
６
戦
全
勝
に
よ
る
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。個
人
戦
で
も
西
村
拓
人
さ
ん（
３

年
生
）
が
敗
者
復
活
戦
を
勝
ち
上
り
、

８
月
５
日
に
両
国
国
技
館
（
東
京
都
）

で
行
わ
れ
る
全
国
都
道
府
県
中
学
生
相

撲
選
手
権
大
会
に
県
選
抜
選
手
と
し
て

出
場
し
ま
す
。

　

同
相
撲
部
は
、
現
在
、
部
員
が
３
年

生
の
３
人
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

７
月
29
日
に
開
催
さ
れ
る
県
中
学
校
総

合
体
育
大
会
を
勝
ち
抜
き
、
全
国
大
会

へ
出
場
す
る
目
標
を
掲
げ
、
連
日
け
い

こ
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

主
将
の
片
村
永
尚
さ
ん

は
、「
こ
の
３
人
で
や
っ
と

県
大
会
で
優
勝
す
る
こ
と
が

で
き
て
嬉
し
い
。
も
っ
と
練

習
し
て
３
人
の
団
結
を
更
に

強
く
し
て
次
の
大
会
に
臨
み

た
い
。」
と
力
強
く
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

（
右
か
ら
、
下
釜
歩
樹
さ
ん
、

片
村
永
尚
さ
ん
、
西
村
拓
人

さ
ん
）

　

第
18
回
全
日
本
ユ
ー
ス
フ
ッ
ト
サ
ル

兵
庫
県
大
会
が
６
月
16
日
に
神
戸
市
で

開
催
さ
れ
、
浜
坂
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部

が
準
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

５
月
の
但
馬
大
会
を
制
し
た
勢
い
そ

の
ま
ま
に
、
県
大
会
で
も
参
加
16
チ
ー

ム
を
４
グ
ル
ー
プ
に
分
け
た
予
選
リ
ー

グ
を
制
し
て
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進

み
、
決
勝
ま
で
無
傷
で
勝
ち
進
み
ま
し

た
。
決
勝
戦
で
は
、
東
播
代
表
の
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｏ
ニ
ッ
ケ
Ｆ
Ｃ
に
延

長
戦
の
末
、惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
の
最
高
成
績
３
位
を
上
回
る

結
果
を
残
し
ま
し
た
。

　

主
将
の
横
浪
直
弥
さ
ん
は
、「
県
大

会
で
は
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
戦
う
こ

と
が
で
き
、
こ
れ
ま
で
で
最
高
の
成
績

を
残
す
こ
と
が
で
き
た
。
７
月
か
ら
始

ま
る
サ
ッ
カ
ー
の
大
会
で
は
、
近
畿
大

会
、
全
国
大
会
に
出
場
で
き
る
よ
う
勝

ち
進
ん
で
、
昨
年
の
成
績
を
超
え
た

い
。」
と
次
の
大
会
へ
の
意
気
込
み
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

※
フ
ッ
ト
サ
ル
…
サ
ッ
カ
ー
の
４
分

の
１
程
度
の
コ
ー
ト
を
使
用
し
て
1

チ
ー
ム
5
人
で
プ
レ
ー
す
る
競
技

浜
坂
中
学
校
相
撲
部　

県
大
会
全
勝
優
勝

浜
坂
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部 

フ
ッ
ト
サ
ル
県
大
会
準
優
勝
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広報しんおんせん（7月号）

　初夏、夏草をかき分けながら三尾の海岸を歩い
ていたとき、突然見晴らしのよい岩場へ出ました。
小ぶりな野草たちが、あちこちの窪地にそれぞれ
の群落を作って咲いています。海沿いに育つ野草
の多くは、葉の表面の光沢で陽の光をはね返し、
ぶ厚い葉で水分の蒸発を防ぎます。つややかな葉
を岩に這わせながら、白い花を咲かせているのは
テリハノイバラ（照葉野茨）です。野原や土手な
どでもよく見かける野草ですが、こんなに綺麗な
花だったのかと、しばし見とれてしまいました。
　テリハノイバラは落葉性の蔓

つる

低木で、枝には曲
がった鋭い刺

とげ

があります。野バラと呼ばれるもの
は他にも数種ありますが、テリハノイバラの特徴
は、やはり陽に光るつややかな葉でしょうか。葉
は奇数の複葉で、周囲には荒い鋸

きょ

歯
し

があります。
花弁は５枚で花全体の直径は 3 ～ 3.5㎝、たくさ
んの黄色い雄しべが花

か

柱
ちゅう

を取り囲んでいます。
　自生地は日本や朝鮮半島ということですが、
19 世紀、このノイバラがフランス、アメリカに
導入されて蔓

つる

バラのもとになったということで
す。
　きびしい土地に育つ植物は、様々な工夫を重ね
て環境に適応していきますが、不足するものがあ
るほど咲く花は美しい、という言葉を思い出しな
がら、海岸の野草たちを見つめたひとときでした。
　　　　　　　　　文・写真　中澤　博子さん

テリハノイバラ　
　　　　　（バラ科）

 野草散歩（19)

免除を受けた保険料を追納する場合の額
（平成 24 年度）

年度
（月分）

全額免除
若年者納付猶予
学生納付特例

3/4 免除 半額免除 1/4 免除

平成 14年度 14,940 円 ― 7,470 円 ―
平成 15年度 14,720 円 ― 7,360 円 ―
平成 16年度 14,510 円 ― 7,260 円 ―
平成 17年度 14,560 円 ― 7,280 円 ―
平成 18年度 14,610 円 10,950 円 7,300 円 3,650 円
平成 19年度 14,640 円 10,970 円 7,320 円 3,650 円
平成 20年度 14,760 円 11,070 円 7,370 円 3,690 円
平成 21年度 14,840 円 11,120 円 7,420 円 3,700 円
平成 22年度 15,100 円 11,320 円 7,550 円 3,770 円
平成 23年度 15,020 円 11,260 円 7,510 円 3,750 円
平成 21 年度分以前の保険料については加算額が上乗せさ
れます。

  
国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納 

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶

予
を
受
け
た
期
間
は
、
年
金
を
受
け
取

る
た
め
に
必
要
な
受
給
資
格
期
間
に
算

入
さ
れ
ま
す
が
、
受
け
取
る
年
金
額
は

保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
場
合
よ
り
少

な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
は
10
年
以

内
（
平
成
24
年
４
月
分
は
平
成
34
年
４

月
末
ま
で
）
で
あ
れ
ば
、
あ
と
か
ら
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
将
来
受
け

取
る
年
金
額
を
増
額
す
る
た
め
に
も
、

追
納
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

な
お
、
保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶
予

の
承
認
を
受
け
ら
れ
た
期
間
の
翌
年
度

か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に
保
険

料
を
追
納
す
る
場
合
、
経
過
期
間
に
応

じ
た
加
算
額
が
当
時
の
保
険
料
額
に
上

乗
せ
さ
れ
ま
す
。

▼
追
納
の
手
続
き

　

役
場
健
康
課
ま
た
は

温
泉
総
合
支
所
地
域
振

興
課
、
日
本
年
金
機
構

豊
岡
年
金
事
務
所
の
い

ず
れ
か
の
窓
口
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

　

日
本
年
金
機
構

　
　

豊
岡
年
金
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）

　
　

22
‐
０
９
４
５
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加藤文太郎
記念図書館

「７月のおすすめの本」
ご案内

るるぶ古事記１３００年古代ロマンの旅
ＪＴＢパブリッシング

日本最古の歴史書「古事記」が編纂され
て 1300 年の今年、「古事記」の壮大な世
界と神話の魅力にふれてみませんか。本
書では、島根、鳥取、淡路、奈良、宮崎
の各エリアの古事記の内容やゆかりのス
ポット、味処などの紹介と合わせて、「古
事記の旅」のモデルコースも掲載。

トマトをたくさん食べてきれいになる！
　村田裕子 著／日本文芸社

栄養素がたっぷり含まれていてとても万
能な食材のトマトは、今注目を浴びてい
る。「トマトを使った献立」「トマトソー
スのアレンジメニュー」「トマトと栄養効
果のある食材を組み合わせた効能別レシ
ピ」の三部構成で紹介。

とうへんぼくで、ばかったれ
　朝倉かすみ 著／新潮社

23 歳の吉田苑美が 42 歳独身の榎又辰彦
にひとめぼれをした。張り込み、尾行と
地道に情報を集めた彼女は、札幌から東
京に榎又を追いかけて上京。男のことを、
ただ「好き」なだけの彼女のまっしぐら
な恋の行方は…。愛嬌とユーモアでくる
んだ恋物語。

おばあちゃんとひみつのともだち
ほりうちしのぶ 作・たかばやしまり 絵／偕成社

エリカは森で暮らすおばあちゃんの家に
遊びに行くのが大好きです。それは、ス
カーフをかぶると鳥の言葉がわかったり、
おばあちゃんが焼いたクッキーを食べる
と小人になったりといつも不思議なこと
が起こるからです。おばあちゃんと孫の
あたたかなふれあいの不思議な三つのお
話。

くまの木をさがしに
　　　　佐々木マキ 作／教育画劇

きのこは、誕生日に「世界一かわいい」
くまのぬいぐるみがほしいと神さまにお
願いしました。すると、神様から「くま
の木へ行って自分で選びなさい」と地図
が入った手紙が届きました。きのこはく
まの木をめざしますが…。

  おはなし会　　　　　           
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。

 『ぼくはあるいた　まっすぐまっすぐ』 他
　◆と 　き　7月28日（土）午後2時～

一日図書館員さんのおはなし会
かわいい一日図書館員さん（小学４年
生～６年生）による絵本の読み聞かせ
や紙芝居、簡単な折り紙などをします。
　◆と 　き　8月11日（土）午後2時～

休館日のお知らせ　　　　  

【夏休み宿題特設コーナー】
　7 月 18 日から、夏休みに役立つ
本として「自由研究の本」、「読書感
想文の本」「工作の本」のコーナー
を設置します。貸出、予約とも各コー
ナーごとに一人 2 冊までとします。

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（7月号） 20

８月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
５ ６ ７ ８ ９ 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

は休館日

７月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 ５ ６ ７
８ ９ 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31
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京
丹
後
市
の
後の
ち

ヶが

浜は
ま

で
は
屏
風
の
よ

う
に
切
り
立
っ
た
巨
大
な
岩
が
異
様
な

景
観
を
見
せ
ま
す
。
同
様
の
岩
石
が
西

側
の
間た
い
ざ人
と
東
の
山
裾
に
あ
り
、
流
れ

出
た
溶
岩
が
け
ず
ら
れ
て
で
き
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

筆ふ
で

石い
し

の
屏
風
岩
、丹
後
松
島
の
小
島
、

経
ヶ
岬
の
安
山
岩
な
ど
火
成
岩
の
変
化

　

立
岩
・
経
ヶ
岬

H24（2012）.7.12

広報しんおんせん（7月号）

▼
問
合
せ　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館　
　

　
　
　
　
　

℡　

82
‐
５
２
２
２

ジオサイトに行こう

　 
シリーズ 26

に
富
ん
だ
地
形
、
地
震
な
ど
に
よ
る
地

盤
が
隆
起
し
て
で
き
た
海
岸
段
丘
、
そ

れ
を
利
用
し
た
棚
田
な
ど
、
海
岸
沿
い

に
地
球
の
営
み
が
感
じ
ら
れ
る
地
形
が

多
く
み
ら
れ
ま
す
。
近
く
に
は
古
墳
や

資
料
館
な
ど
が
あ
り
、
丹
後
半
島
の
歴

史
や
人
々
の
暮
ら
し
が
見
学
で
き
ま

す
。
京
丹
後
の
海
岸
線
を
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

　
『
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
に
出
か
け
よ
う
！
』

を
テ
ー
マ
に
、町
外
の
ジ
オ
サ
イ
ト(

景
勝
地
）

や
ジ
オ
パ
ー
ク
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て
、
山

陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
の
谷
本
勇
館
長
が
紹
介

し
ま
す
。

　

今
回
は
京
丹
後
市
の
立
岩
な
ど
で
す
。
山
陰

海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

立岩の巨岩（後ヶ浜）

安山岩を使った古墳群

丹後松島の海岸段丘と棚田

　
　
　
　
　

 

　
【
新
温
泉
町
消
費
生
活
相
談
室
】

　
　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

▽
温
泉
総
合
支
所
内

　
　
　

℡　

92
‐
１
１
３
１
（
代
表
）

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

無
料
旅
行
に
行
っ
た
の
に
…

◆
Ｙ
さ
ん
（
30
歳
代
）
女
性　
　

　

３
日
前
に
、
懸
賞
で
当
選
し
た
無
料

の
日
帰
り
バ
ス
旅
行
に
参
加
し
た
。
旅

行
の
途
中
で
真
珠
の
加
工
所
に
寄
り
、

真
珠
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
勧
め
ら
れ
た
。

購
入
す
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
が
、「
品

質
の
良
い
も
の
を
販
売
し
て
い
る
。
他

で
は
手
に
入
ら
な
い
。
今
日
だ
け
の

特
別
価
格
で
す
。」
な
ど
側
を
離
れ
ず

断
れ
な
い
雰
囲
気
に
な
り
、
28
万
円
の

ネ
ッ
ク
レ
ス
を
購
入
し
た
。
１
万
円
の

内
金
を
入
れ
、
残
金
は
24
回
払
い
の
ク

レ
ジ
ッ
ト
と
し
た
。
よ
く
考
え
れ
ば

使
用
す
る
こ
と
も
な
い
し
、

高
額
な
た
め
解
約
し
た
い
。

◆
解
約
で
き
る
!?　

　

通
常
、
自
分
か
ら
店
舗

に
出
向
き
購
入
し
た
場
合
は
、
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
が
出
来
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

今
回
の
場
合
は
旅
行
の
途
中
で
本
人
の

意
思
に
関
係
な
く
店
舗
に
誘
わ
れ
、
店

員
が
側
を
離
れ
な
い
な
ど
、
勧
誘
方

法
に
問
題
が
あ
る
販
売
方
法
の
た
め
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
の
解
約
と
な
り

ま
し
た
。

◆
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
は
契
約
が
な

か
っ
た
こ
と
に
な
る
制
度
で
、
契
約
日

か
ら
８
日
間
（
マ
ル
チ
で
の
購
入
や
、

内
職
な
ど
仕
事
を
提
供
す
る
た
め
に
必

要
と
支
払
っ
た
契
約
は
20
日
間
）
は
無

条
件
で
解
約
で
き
ま
す
。
受
け
取
っ
た

商
品
は
着
払
い
で
返
品
し
、
支
払
っ
た

現
金
は
返
金
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
記
録
の
残
る
方
法

で
相
手
に
通
知
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
通
知
書
は
、
両
面
コ
ピ
ー
を
取
り

「
特
定
記
録
郵
便
」
で
出
し
ま
す
。
ま

た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
を
し
て
い
る
場

合
は
、必
ず
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
も「
特

定
記
録
郵
便
」
で
出
し
ま
す
。

◆
相
談
し
て
く
だ
さ
い　
　

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
ハ
ガ
キ
の
書

き
方
が
わ
か
ら
な
い
な
ど
、
不
明
な
こ

と
が
あ
れ
ば
直
ぐ
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。　
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まちの求人案内

広報しんおんせん（7月号）

－問合せ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

　（常　用） 　（パート） 平成 24 年 6 月 20 日現在
事業所名 職種 年齢 賃金（千円）

（町内全域）
㈱コメリ 総合職 27 以下 190

総合職 25 以下 167
（浜坂地域）

特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院

看護師 不問 180 ～ 215
看護補助 不問 133 ～ 138

㈲ＯＮＥ 携帯電話販売 40 以下 160 ～ 200
㈱隆栄水産 ウェイター　

ウェイトレス 不問 130 ～ 170
㈱ＳＴＣ ミシンオペレーター 不問 126
たじま農業協同組合 ケアマネージャー 不問 193

介護支援業務 不問 193 ～ 228
㈱たじみや 経理総務事務 45 以下 200 ～ 400
浜坂町漁業協同組合 観光船運

航管理 45 以下 180
㈱メフォス 給食調理 59 以下 132
㈱北近畿クボタ 営業 35 以下 168 ～ 225
㈲山本工務店 型枠大工 不問 176 ～ 220
㈱マルワ渡辺水産 事務員 40 以下 180 ～ 220

支配人 不問 250 ～ 400
山陰道路㈱ コンピューター操作 不問 180 ～ 220

資材機械メンテ 不問 160 ～ 180
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 18 以上 130 ～ 176
乙野運送㈱ 運転手 不問 157 ～ 320

（温泉地域）
㈱エミュー エステ業務 不問 140
㈱湯村温泉愛宕山観光 調理師見習 40 以下 135 ～ 170
寺谷自動車㈱ 自動車整備士 35 以下 137 ～ 200
㈲兵庫ライフサービス フロアスタッフ 59 以下 135
㈱西沢製作所 現場事務補助 不問 131

㈱温泉町夢公社
調理師・
調理見習 不問 140 ～ 160
ホールスタッフ 不問 140 ～ 160

㈱マルワフーズ渡辺水産 営業 64 以下 169 ～ 289
事務職 64 以下 129 ～ 146

㈱井筒屋 客室係 60 以下 231 ～ 256
社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら 介護員 不問 128 ～ 144

㈱寿荘 事務職 59 以下 132
客室係 不問 198 ～ 242

沢田医院 事務員 35 以下 130
㈱たむら 接客・厨房 不問 140 ～ 250
社会福祉法人徳和会　特別養護
老人ホームやすらぎの里 介護職 不問 167 ～ 195

㈱光商会 スタンド業務 不問 125 ～ 172
スタンド業務 不問 132 ～ 176

富士綜合警備保障㈱ 警備業務 不問 150 ～ 175
ケービックス㈱ 現場業務リーダー 不問 170 ～ 230
全但バス㈱ バス運転手 不問 183 ～ 184

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（町内全域）

神戸ヤクルト販売㈱ 宣伝販売スタッフ 不問 900 ～ 1,000
㈱伝習館 家庭教師 不問 1,400 ～ 2,000

（浜坂地域）
たじま農業協同組合 訪問介護員 不問 1,050 ～ 2,180
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 18 以上 740 ～ 1,000

㈱マル海渡辺水産
販売店員 不問 750 ～ 1,000
フロアスタッフ 不問 750 ～ 1,000
調理補助 不問 750 ～ 1,000

㈱メフォス
給食調理補助 59 以下 750
病院給食
調理補助 59 以下 750

㈱ナカケー
調理業務 不問 750 ～ 950
販売業務 不問 750 ～ 950
接客業務 不問 750 ～ 950
レジ業務 不問 750 ～ 950

㈱隆栄水産 ウェイター　
ウェイトレス 不問 800 ～ 950

北兵庫代行 運転手 不問 750
㈲ＯＮＥ 携帯電話販売 40 以下 750 ～ 850
㈱マルワ渡辺水産 配達業務 不問 750 ～ 900

鮮魚業務 不問 750 ～ 900
NPO 法人にーず 訪問介護員 不問 800 ～ 900
㈱エコール鳥取 塾講師 不問 850 ～ 1,500

（温泉地域）
㈱エミュー エステ業務 不問 800 ～ 900
ケービックス㈱ クリンクルー 不問 740 ～ 800
㈱コメリ 販売員 不問 750
㈱儀式共済センター　代
理店  ヴェルージュ美方

営業・サ
ービス 不問 800

㈱井筒屋
料飲係 不問 950
管理サービス 不問 850
朝食係 不問 850
客室係 不問 1,185

湯快リゾート㈱ レストラン業務 不問 800 ～ 1,000
㈲兵庫ライフサービス フロアスタッフ 59 以下 770
社会福祉法人徳和会　特別養護
老人ホームやすらぎの里

介護補助 不問 800 ～ 850
介護職 不問 870 ～ 910

㈱カドミセ 販売店員 不問 800 ～ 815

　

平
成
25
年
３
月
新
規
高
等

学
校
卒
業
予
定
者
の
求
人

は
、
６
月
20
日
か
ら
管
轄
の

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
受
理
し
て

い
ま
す
。

　

地
元
就
職
を
希
望
す
る
新

規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
の

た
め
に
、
ぜ
ひ
と
も
求
人
を

検
討
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ

　

豊
岡
公
共
職
業
安
定
所

　
　

職
業
相
談
第
二
部
門

　
　
　
　
　
　
　
　

学
卒
係

　

℡
（
０
７
９
６
）

　
　
　
　
　

23
‐
３
１
０
１

新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者

に
対
す
る
求
人
の
お
願
い

　

新
規
学
校
卒
業
者
の
就
職
は
、
学
生

生
活
か
ら
新
た
に
職
業
生
活
に
入
る
人

生
の
大
き
な
転
機
と
な
る
も
の
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
就
職
を
希
望
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
就
職
が
決
ま
ら

な
い
ま
ま
卒
業
を
迎
え
る
と
い
う
こ
と

は
、
本
人
に
と
っ
て
社
会
へ
踏
み
出
す

夢
や
希
望
が
か
な
え
ら
れ
な
い
ば
か
り

か
、
産
業
や
社
会
に
と
っ
て
も
将
来
を

支
え
る
人
材
の
育
成
が
図
ら
れ
ず
、
大

き
な
マ
イ
ナ
ス
に
な
り
ま
す
。
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―
農
業
委
員
会
情
報
№
77
―

H24（2012）.7.12

広報しんおんせん（7月号）

　

新
温
泉
町
農
業
委
員
会
で
は
、
４
月

27
日
に
第
４
回
総
会
を
開
催
し
、
平
成

24
年
度
の
目
標
と
そ
の
達
成
に
向
け
た

活
動
計
画
を
検
討
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
、
住
民

の
意
見
を
募
集
し
た
上
で
本
年
度
の
活

動
計
画
を
６
月
25
日
に
策
定
し
ま
し

た
。
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

法
令
事
務　
　
　
　
　

（
遊
休
農
地
に
関
す
る
措
置
）

　
〈
現
状
・
課
題
〉

　

山
間
部
の
棚
田
は
低
い
生
産
性
と
有

害
鳥
獣
被
害
、
高
齢
化
、
担
い
手
不
足

に
よ
り
、
遊
休
農
地
、
休
閑
地
の
増
加

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
こ
の
増
加
に
歯
止

め
を
か
け
る
た
め
に
も
国
・
県
事
業
の

有
効
活
用
、
集
落
営
農
組
織
の
充
実
・

強
化
、
但
馬
牛
の
放
牧
活
用
と
所
有
者

等
へ
の
指
導
徹
底
が
必
要
で
す
。

　
〈
活
動
計
画
〉

　

農
地
の
利
用
状
況
調
査
の
た
め
の
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
農
地
所
有

者
に
対
す
る
指
導
を
行
い
ま
す
。
担
い

手
へ
の
あ
っ
せ
ん
・
利
用
集
積
を
推
進

し
ま
す
。
農
家
台
帳
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

一
元
管
理
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

促
進
事
務

1
認
定
農
業
者
等
担
い
手
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

育
成
と
確
保

　
〈
現
状
・
課
題
〉

　

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に
よ
り
地
域

の
農
業
を
担
う
者
が
減
少
し
て
お
り
、

早
急
に
対
策
を
講
じ
て
地
区
の
状
況
に

合
っ
た
担
い
手
の
育
成
・
確
保
を
図
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
〈
活
動
計
画
〉

　

地
域
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会

や
集
落
座
談
会
に
参
画
し
、
認
定
農
業

者
制
度
、
特
定
農
業
法
人
、
特
定
農
業

団
体
等
の
周
知
や
普
及
を
行
政
、
Ｊ

Ａ
、
普
及
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
行
い

ま
す
。

2
担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積

　
〈
現
状
・
課
題
〉

　

農
業
従
事
者
の
減
少
・
高
齢
化
等
に

よ
る
耕
作
放
棄
地
の
増
加
、
農
地
の
分

散
等
が
、
農
地
の
確
保
や
有
効
利
用
を

図
る
上
で
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
〈
活
動
計
画
〉

　

円
滑
な
権
利
移
動
が
で
き
る
よ
う
農

業
委
員
会
情
報
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど

を
活
用
し
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

法
に
よ
る
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事

業
、
利
用
権
設
定
の
制
度
な
ど
の
周
知

を
行
い
ま
す
。

3
違
反
転
用
へ
の
適
正
な
対
応

　
〈
現
状
・
課
題
〉

　

耕
作
放
棄
地
の
増
加
で
山
間
部
は
荒

廃
し
、
原
野
へ
と
変
わ
っ
て
い
る
と
こ

ろ
も
見
ら
れ
、
無
断
転
用
の
発
見
も
遅

れ
が
ち
で
す
。山
間
部
の
監
視
と
果
樹
、

放
牧
な
ど
有
効
利
用
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
農
地
制
度
へ
の
正
し
い
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
た
め
制
度
の
周
知
・

徹
底
を
図
り
、
新
た
な
違
反
転
用
の
発

生
を
な
く
し
ま
す
。

　
〈
活
動
計
画
〉

　

違
反
転
用
の
未
然
防
止
の
た
め
農
業

者
等
へ
の
周
知
に
努
め
る
と
と
も
に
、

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
徹
底
し
ま
す
。
農

業
委
員
の
担
当
地
区
の
監
視
に
よ
る
早

期
確
認
・
相
談
に
よ
り
解
消
・
防
止
に

努
め
ま
す
。

※
現
状
や
目
標
数
値
な
ど
の
詳
細
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま

す
。

h
ttp://w

w
w

.tow
n

.sh
in

on
sen

.
hyogo.jp

▼
問
合
せ

　

農
業
委
員
会　

℡
82
‐
５
６
２
６

平
成
24
年
度
の
目
標
と
活
動
計
画
を
策
定

契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　　　模 契約額 ( 円 ) 工　　　　　   期 業　者　名

居組簡易水道石綿管布
設替工事（その 2） 居組 配水管布設替

φ 75 ～ 150　延長 　64.6m 6,510,000  平成 24 年 5 月 23 日～
  平成 24 年 8 月 31 日 ㈱ヤマグチ

（都）浜坂駅港湾線街路
事業関連配湯管移設工
事（その 2）

芦屋

配湯管布設工
φ 100 ～ 125　延長 234.0m
φ 25　延長 30.0m
温泉管分岐工 6 箇所

16,632,000  平成 24 年 6 月 5 日～
  平成 24 年 9 月 28 日 オザキ住建㈱

居組地区防災等多目的
広場整備工事 居組

既設建物解体撤去、グラウン
ド整地、グラウンド照明等改
修他　1 式

32,865,000  平成 24 年 6 月 12 日～
  平成 24 年 9 月 9 日 山陰道路㈱

（平成 24 年５月 16 日～平成 24 年６月 15 日契約分）
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自然にやさしい森づくりや地域のふれあいを目的とし
た「第 13 回久斗山創造の森ふれあいまつり」（久斗山
村づくり委員会・久斗山地区主催）が６月３日、久斗山
コミュニティセンターで開催されました。

まつりは、元気いっぱいの子どもたちによる菓子とり
ゲームで始まりました。まつりの名物となっている丸太
切り競走大会には５チームが参加し、切り落とすタイム
を競いました。また、会場では栃もちや山菜たっぷり天
ぷらなどのバザーがならび、多くの人で賑わいました。

岸田川渓流釣り大会

但馬久谷の菖蒲綱引き
　国の重要無形民俗文化財に指定の「但馬久谷の菖蒲綱
引き」が、６月５日の午後８時から久谷地区で開催され
ました。綱引きの綱は、同日の午後、菖蒲、よもぎ、す
すき、ワラを材料に保存会や地域住民が編み上げました。
　綱引きは大人組、子ども組に分かれて７回勝負で行わ
れ、７回目の「納め綱」を大人組が勝つことで、その年
の村の安泰と豊作が約束されると伝わっています。会場
は、子どもたちの元気な声で賑わい、また菖蒲の良い香
りが漂っていました。

　700 年以上前に温泉を発見した慈覚大師への感謝と
子どもの健やかな成長を願って「湯村温泉まつり」が６
月３日、湯村温泉街で開催されました。色鮮やかな衣装
をまとった稚児行列や子どもたるみこしのほか、商店・
事務所めぐり得点競走などが行われ、地元住民や観光客
で終日に賑わいました。
　まつりのメインイベントには、町指定民俗文化財の「菖
蒲綱引き」が上組、下組に分かれて行われ、２分 40 秒
の熱戦の結果、昨年に続き上組が勝利しました。

湯村温泉まつり

H24（2012）.7.12

広報しんおんせん（7月号）

久斗山創造の森ふれあいまつり

　岸田地区と実行委員会主催の「第 19 回岸田川渓流釣
り大会」が６月３日に開催されました。４月に計画して
いましたが、大雪の影響で延期となっていました。地元
や遠くは加古川市などから約 50 人の参加があり、早朝
から思い思いのポイントでヤマメの釣果を競いました。
　釣り上げた２匹の体長の合計を競う大物賞では最大
50.5cm、大漁賞は 31 匹でした。また、ヤマメのつか
みどりや餅つき、豚汁の無料サービスがあるなど、参加
者は美しい清流で楽しいひとときを過ごしました。
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まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（7月号）

環境問題をテーマに日韓の交流促進

バイカモまつり

第１回新温泉町ビーチバレー大会

が開催されました。昨年の台風で多くのバイカモが流され
てしまいましたが、地域住民による苗の移植のかいもあり、
小さな白い花をキレイに咲かせていました。
　会場には多くの人が訪れ、浜坂中学校吹奏楽部の演奏や
マスのつかみ取り、バイカモのパネル展示などで楽しみま
した。

　６月３日に栃谷地区で田
君川バイカモ保存会による

「第５回バイカモまつり」

　６月 21 日、22 日の２日間、ヴァイオリニストの山
内達哉さん、ピアニストの犬飼新之介さん、尺八奏者の
大河内淳矢さん、チェリストの井尻兼人さんが町内の４
小中学校を訪れ、クラシックの魅力を伝えました。
　浜坂中学校では、３年生を対象に行われ、生徒がピア
ノやヴァイオリンに触れ音を奏でる場面も見られまし
た。生徒たちは「音楽の力はすごい」と実感していました。
　23 日には夢ホールで「クラシックパーク vol.12」が
開催され、たくさんの方が素敵な音色に聴き入りました。

クラシックパーク

　日本海沿岸の海洋ゴミの回収などを通して環境意識の
向上と日韓の交流促進を図るため、韓国の南ソウル大学
の学生 20 人が来町し、６月 25 日に釜屋の海岸で清掃
活動を行いました。
　前日には、同大学の安教授による「初級ハングル講座」
が浜坂レクリエーションセンターで開催されました。教
授から日本人に分かりやすい例えを用いながら韓国語の
説明があり、学生も各参加者の横に座って発音などのア
ドバイスを行い、講座を通じて交流を深めました。

　６月 17 日、浜坂県民サンビーチで、ビーチバレー人
口の拡大と、環境意識の高揚を目的に、「第１回新温泉
町ビーチバレー大会」（町バレーボール協会主催）が開
催されました。競技は４人制で行われ、一般の部と小学
生の部に、総勢 20 チーム 90 人が参加しました。
　真夏日を思わせる好天に恵まれ、ビーチスポーツなら
ではの開放感のもと、選手たちは思いっきりバレーを楽
しんでいました。ビーチバレーは初めてという小学生も、
元気よくプレーしていました。
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I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H24（2012）.7.12

ご
案
内

広報しんおんせん（7月号）

お
知
ら
せ

但
馬
〝

牛
ま
つ
り
〟

感
謝
祭

　
　
　
　
　
　

灯
篭
絵
巻

　

但
馬
牛
に
感
謝
し
供
養
す
る
と
と
も

に
、
夏
の
風
物
詩
と
し
て
湯
村
温
泉
街

に
ジ
ャ
ン
ボ
絵
灯
籠
を
設
置
し
ま
す
。

▼
と
き　

７
月
21 

日
（
土
）
～

　

 　

29 

日
（
日
）
午
後
７
時
～
10 

時

※
７
月
21 

日
（
土
）
は
「
荒
湯
天
狗

ま
つ
り
」
も
同
時
開
催

▼
と
こ
ろ　

湯
村
温
泉
街

▼
内
容　

秋
田
県
湯
沢
市
絵
灯
籠
館

か
ら
譲
り
受
け
た
大
小
12
基
の
燈
籠

を
、
荒
湯
近
く
の
春
来
川
両
岸
に
設

置
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　
但
馬
〝
牛
ま
つ
り
〟
実
行
委
員
会

　
　
（
温
泉
総
合
支
所
地
域
振
興
課
内
）

　

℡ 

92
‐
１
１
３
１

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
相
談

　

精
神
科
医
師
や
保
健
師
に
よ
る
、
こ

こ
ろ
の
ケ
ア
相
談
を
行
い
ま
す
。
こ
こ

ろ
の
健
康
、
認
知
症
等
に
つ
い
て
、
家

族
等
の
方
で
も
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ

い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▼
と
き　

７
月
24
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

▼
と
こ
ろ　

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
～
に

▼
相
談
員

　

但
馬
病
院
精
神
科
医
師
、
保
健
師

▼
申
込
方
法　

予
約
制
で
す
の
で
、
事

前
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
’

12

　

今
年
で
18
回
目
を
迎
え
る
国
内
屈
指

の
「
空
の
祭
典
」
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

７
月
28
日（
土
）～
29
日（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

　

※
熱
気
球
係
留
体
験
フ
ラ
イ
ト
は
、

　

午
前
７
時
30
分
～
９
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
豊
岡
市
岩
井
）

▼
内
容

○
ス
カ
イ
イ
ベ
ン
ト　

小
型
航
空
機
に

よ
る
豪
快
な
曲
技
飛
行
や
、
ビ
ジ
ネ

ス
ジ
ェ
ッ
ト
機
に
よ
る
大
迫
力
の
高

速
低
空
飛
行
、
映
画
「
紅
の
豚
」
を

彷
彿
と
さ
せ
る
エ
ア
バ
ト
ル
（
模
擬

空
中
戦
）
な
ど

○
体
験
イ
ベ
ン
ト　

熱
気
球
係
留
体
験

フ
ラ
イ
ト
や
セ
ス
ナ
機
遊
覧
飛
行
な

ど
○
そ
の
他　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
地

域
の
味
覚
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る

「
但
馬
グ
ル
メ
ま
つ
り
」
な
ど

▼
入
場
料
・
駐
車
料　

無
料

▼
問
合
せ　

コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
23
‐
１
４
０
１

　

http://w
w

w
.tajim

a.or.jp/taf

第
45
回
文
教
府
夏
期
大
学

▼
と
き　

　

８
月
18
日
（
土
）
午
前
10
時
～

▼
と
こ
ろ　

　

豊
岡
市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

▼
内
容　

・
演
題
「
日
本
語
面
白
教
室
」

　

日
本
語
学
者
、
杏
林
大
学
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　

金
田
一
秀
穂
さ
ん

・
演
題
「
受
け
渡
し
た
い
日
本
の
こ
こ

ろ
‐
文
化
の
力
が
は
ぐ
く
む
も
の
‐
」 

　
　
　

小
説
家　

玉
岡
か
お
る
さ
ん

▼
会
員
券　

１
，
５
０
０
円

▼
会
員
券
販
売　

浜
坂
・
温
泉
公
民
館

▼
問
合
せ　

但
馬
文
教
府

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
４
４
０
７

特
養
は
ま
さ
か
の
里　

　
　
　
　
〝
夏
祭
り
〟

　

地
域
の
皆
さ
ん
と
入
所
者
が
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
す
夏
祭
り
を
開
催
し
ま

す
。
屋
台
や
舞
台
イ
ベ
ン
ト
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

８
月
５
日
（
日
）

　
　

午
後
０
時
30
分
～
３
時

▼
と
こ
ろ　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　

は
ま
さ
か
の
里
（
新
温
泉
町
戸
田
）

　
　

℡
82
‐
５
５
３
３
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▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

健
康
課
健
康
推
進
係
（
す
こ
や
か
～
に
内
）

　

℡
99
‐
２
９
４
０

　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所
地
域
保
健
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
７
２

保
健
福
祉
相
談

　

専
門
の
相
談
員
に
よ
る
保
健
福
祉
相

談
を
行
い
ま
す
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
生

活
面
の
相
談
、
友
達
を
作
る
場
が
知
り

た
い
な
ど
、お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

７
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

▼
と
こ
ろ　

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
～
に

▼
相
談
員　

専
門
相
談
員
（
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
ほ
お
ず
き
）、
相
談
支
援

専
門
員
（
出
石
精
和
園
、
北
但
広
域

療
育
セ
ン
タ
ー
ぴ
あ
ほ
く
た
ん
）

▼
申
込
方
法　

予
約
制
で
す
の
で
、
事

前
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

　

福
祉
課　

℡
82
‐
５
６
２
０

　

健
康
課
健
康
推
進
係
（
す
こ
や
か
～
に
内
）

　

℡
99
‐
２
９
４
０

運
転
に
不
安
の
あ
る
方
は

運
転
適
性
相
談
窓
口
へ

　
「
一
定
の
病
気
」
に
よ
り
、
自
動
車

等
の
運
転
に
支
障
の
あ
る
方
は
、
症
状

に
申
請
が
必
要
で
す
。（
70
歳
以
上
の

方
に
は
申
請
書
を
高
齢
受
給
者
証
に
同

封
し
て
送
付
し
ま
す
。）

　

新
し
い
証
は
８
月
１
日
か
ら
お
使
い

く
だ
さ
い
。

※
期
限
の
切
れ
た
証
は
、
破
棄
す
る
か

お
返
し
く
だ
さ
い
。

＊
役
場
・
総
合
支
所
に
来
ら
れ
な
い
時

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ

　

健
康
課　

国
保
年
金
係

　
　

℡
82
‐
５
６
２
２

　

温
泉
総
合
支
所　

地
域
振
興
課
住
民
係

　
　

℡
92
‐
１
１
３
１

証の名称 内　　容 取得方法

高齢受給者証 70 歳以上 75 歳未満の方
に交付

７月下旬に郵
送します。

限度額適用
認定証

70 歳未満の方の入院等
の１か月の医療費の限度
額を示した証 申請が必要で

す。
7 月 25 日（水）
から受付開始限度額適用・

標準負担額
減額認定証

住民税非課税の方に交付
する入院時の食事代や１
か月の医療費の限度額を
示した証

後
期
高
齢
者
医
療
制
度　

７
月
下
旬
に
新
し
い
被
保
険
者
証
と

保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
送
付

　

８
月
１
日
か
ら
新
し
い
被
保
険
者
証

を
医
療
機
関
の
窓
口
で
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。

　

被
保
険
者
証
の
裏
面
に
、
臓
器
提
供

の
意
思
表
示
欄
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
意

思
表
示
を
す
る
か
し
な
い
か
は
本
人
の

自
由
で
す
。

▼
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
に
つ
い
て

　
　

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
方

は
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
を
提
示
す
る
こ
と
で
、

医
療
機
関
ご
と
に
１
か
月
間
に
支
払

う
自
己
負
担
額
が
、
外
来
・
入
院
と

も
区
分
に
応
じ
た
限
度
額
ま
で
と
な

り
、
入
院
時
の
食
事
代
も
減
額
さ
れ

ま
す
。
現
在
こ
の
減
額
認
定
証
を
お

持
ち
で
８
月
以
降
も
引
続
き
対
象
と

な
る
方
に
は
新
し
い
証
を
送
付
し
ま

す
。
減
額
認
定
証
の
申
請
を
し
て
い

な
い
場
合
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ

　

健
康
課　

福
祉
医
療
係　

　
　

℡ 

82
‐
５
６
２
２

　

温
泉
総
合
支
所　

地
域
振
興
課
住
民
係

　
　

℡ 

92
‐
１
１
３
１

等
に
よ
っ
て
は
、
運
転
免
許
が
取
得
で

き
な
か
っ
た
り
、
取
り
消
さ
れ
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
警
察
で
は
、
自

動
車
等
の
運
転
に
不
安
が
あ
る
方
お
よ

び
ご
家
族
等
の
た
め
の
相
談
窓
口
を
設

け
て
い
ま
す
。

▼
一
定
の
病
気
と
は
…　

認
知
症
、
統

合
失
調
症
、
再
発
性
の
失
神
、
無
自

覚
性
の
低
血
糖
、
そ
う
う
つ
病
、
重

度
の
眠
気
の
症
状
を
呈
す
る
睡
眠
障

害
な
ど
、
運
転
に
支
障
の
あ
る
も
の

※
運
転
免
許
の
取
得
・
更
新
の
際
、
申

請
書
の「
病
気
の
症
状
等
申
告
書
欄
」

を
正
確
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

※
警
察
で
は
、
運
転
適
性
相
談
、
病
気

の
症
状
等
に
関
す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
厳
格
に
保
護
し
ま
す
。

▼
相
談
窓
口

　

兵
庫
県
警
察　

運
転
適
性
相
談
窓
口

　

℡
（
０
７
８
）
９
１
２
‐
１
６
２
８

国
民
健
康
保
険　
　
　

高
齢
受
給
者
証
、
限
度
額
適
用

認
定
証
、
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証　
　
　

　

８
月
１
日
か
ら
新
し
い
証

　

新
し
い
「
高
齢
受
給
者
証
」
を
各
世

帯
に
７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。「
限

度
額
適
用
認
定
証
」、「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
は
、
新
た
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日
高
医
療
セ
ン
タ
ー　
　
　

眼
科
セ
ン
タ
ー
外
来
受
診
体
制
変
更

　

８
月
１
日
（
水
）
か
ら
、
日
高
医
療

セ
ン
タ
ー
眼
科
セ
ン
タ
ー
は
、
開
業
医

院
か
ら
の
紹
介
に
よ
る
完
全
予
約
制
に

な
り
ま
す
。（
原
則
、当
日
受
付
は
廃
止
）

　

予
約
の
な
い
当
日
の
受
診
は
差
し
控

え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
必
要
な
治
療

を
終
え
た
患
者
さ
ん
は
、
近
隣
の
開
業

医
院
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
問
合
せ

　

公
立
豊
岡
病
院
日
高
医
療
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
７
９
６
）
42
‐
１
６
１
１

シ
カ
目
撃
情
報
の　
　

　
　
　

収
集
に
つ
い
て

　

昨
年
か
ら
集
落
周
辺
で
の
シ
カ
の
目

撃
や
農
作
物
へ
の
被
害
が
増
え
て
い
ま

す
。
今
後
の
被
害
対
策
を
検
討
す
る
際

の
資
料
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
シ
カ

の
目
撃
情
報
を
収
集
し
ま
す
の
で
、
シ

カ
を
目
撃
し
た
ら
農
林
水
産
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
連
絡
い
た
だ
き
た
い
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

①
目
撃
し
た
場
所

　
　
（
で
き
る
だ
け
詳
し
く
）

　

②
目
撃
し
た
頭
数
（
概
ね
の
頭
数
）

　

③
移
動
（
逃
げ
た
）
方
向

▼
連
絡
先　

農
林
水
産
課

　

℡
82
‐
５
６
２
６

自
衛
官
募
集
説
明
会

▼
と
き　

８
月
５
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

▼
対
象　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
女

と
保
護
者

▼
内
容　

自
衛
隊
の
任
務
・
活
動
、
募

集
種
目
の
説
明

▼
問
合
せ　

自
衛
隊
兵
庫
地
方
協
力
本

部
豊
岡
出
張
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
３
９
７
８

サマージャンボは県内の宝くじ売り場で 
１等・前後賞あわせて５億円

◆販売期間　７月２７日（金）まで
◆抽 選 日　８月７日（火）

　この宝くじの収益金は、販売実績に応じて都道府県
に交付されます。本町でも交付金により、ＡＥＤ・発
電機などの防災資機材や図書館図書の整備を行って
います。ぜひ県内の宝くじ売り場でお求めください。

  ㈶兵庫県市町村振興協会　℡（078）322 ‐ 1151

★
生
ゴ
ミ
を
屋
外
に

　
　
　
　

置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

ゴ
ミ
（
特
に
生
ゴ
ミ
入
り
の
も
の
）

は
ク
マ
を
誘
引
し
ま
す
。
屋
外
に
置
か

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

バ
ー
べ
キ
ュ
ー
の
残
飯
等
は
、
必
ず

屋
内
で
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

★
ヤ
ブ
や
草
む
ら
を

　
　
　
　
　
　
　

刈
り
取
り
ま
し
ょ
う

　

住
居
や
通
路
周
辺
に
ク
マ
が
ひ
そ
み

や
す
い
ヤ
ブ
や
草
む
ら
が
あ
る
場
合

は
、
で
き
る
限
り
刈
り
取
っ
て
見
通
し

を
よ
く
し
、
出
会
い
頭
の
接
触
を
防
止

し
ま
し
ょ
う
。

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　

情
報
収
集
が
、
早
期
の
対
策
・
対
応

へ
の
一
歩
に
な
り
ま
す
。　

　

農
林
水
産
課　

℡
82
‐
５
６
２
６　

　

温
泉
総
合
支
所　

地
域
振
興
課　

　
　

℡
92
‐
１
１
３
１

★
山
や
森
林
近
く
に
行
く
と
き
は

　
　

音
の
出
る
も
の
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　

山
や
森
林
付
近
の
農
地
に
出
か
け
る

と
き
、
夜
間
に
外
出
す
る
と
き
は
、
鈴

や
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
出
る
も
の
を
必
ず

身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
雨
の
日
や
川
沿
い
の
場
所
で

は
、
人
間
の
臭
い
や
物
音
が
ク
マ
に
伝

わ
り
に
く
い
た
め
、
大
き
な
音
を
出
し

て
人
間
の
存
在
を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

★
人
里
で
も
夕
方
か
ら
早
朝
の

　
　
　

外
出
は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

ク
マ
は
夕
方
か
ら
早
朝
に
か
け
て
活

発
に
行
動
す
る
た
め
、
人
里
周
辺
に
も

出
没
す
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

こ
の
時
間
帯
は
、
で
き
る
限
り
森
林
近

く
の
農
地
へ
の
外
出
を

控
え
て
く
だ
さ
い
。

ク
マ
に
遭
遇
し
な
い
予
防
法

ク
マ
を
目
撃
、
痕
跡
を
発
見
し
た
ら

　
　
　    

す
ぐ
に
役
場
に
連
絡
を

ク
マ
を
近
づ
け
な
い
た
め
に

　

今
年
も
町
内
で
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
目
撃
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
23
年

度
は
、
目
撃
・
痕
跡
件
数
31
件
、
人
身
被
害
１
件
と
い
う
状
況
で
し
た
。

　

ク
マ
を
集
落
や
農
地
に
寄
せ
付
け
な
い
よ
う
、
ま
た
、
森
林
や
森
林
近
く
で
ク
マ

に
遭
遇
し
な
い
よ
う
、
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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但
馬
〝
牛
ま
つ
り
〟
造
形
物
コ
ン
テ
ス
ト
・

　
　
　
　
　

     
パ
レ
ー
ド
参
加
者
募
集

　

但
馬
〝
牛
ま
つ
り
〟
の
メ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
「
造
形
物
コ
ン
テ
ス
ト
・
パ
レ
ー

ド
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
と
き　

９
月
23
日
（
日
）

　
　

午
後
１
時
～
３
時
（
小
雨
決
行
）

▼
と
こ
ろ　

県
立
但
馬
牧
場
公
園

▼
募
集
台
数　

先
着
８
台

▼
募
集
期
限　

８
月
20
日
（
月
）

▼
部
門
と
副
賞

①
造
形
物
部
門

　
　

但
馬
牛
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
造
形
物

の
出
来
栄
え
を
競
い
ま
す
。

　

・
最
優
秀
賞
（
１
点
）
賞
金
20
万
円

　

・
優
秀
賞
（
２
点
）
賞
金
10
万
円

　

・
佳　

作
（
数
点
） 

賞
金
５
万
円

②
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
部　

造
形
物
参

加
チ
ー
ム
内
で
、
他
の
人
物
や
動
物

等
趣
向
を
凝
ら
し
た
扮
装
で
、
い
か

に
会
場
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
た
か

を
競
い
ま
す
。　
　
　

　

・
最
優
秀
賞
（
１
点
）

　
　
　
　

３
万
円
相
当
の
但
馬
ビ
ー
フ

　

・
優
秀
賞
（
２
点
）

　
　
　
　

２
万
円
相
当
の
但
馬
ビ
ー
フ

　

・
佳　

作
（
２
点
）

　
　
　
　

１
万
円
相
当
の
但
馬
ビ
ー
フ

③
参
加
助
成
金　

参
加
団
体
に
は
も
れ

な
く
５
万
円
を
交
付
し
ま
す
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

但
馬
〝
牛
ま
つ
り
〟
実
行
委
員
会

　
（
温
泉
総
合
支
所　

地
域
振
興
課
内
）

　

℡
92
‐
１
１
３
１

一
日
図
書
館
員
体
験　
　

　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

　

町
内
の
小
学
４
～
６
年
生
を
対
象
と

し
て
「
一
日
図
書
館
員
体
験
」
を
実
施

し
ま
す
。
本
や
図
書
館
の
仕
事
に
興
味

の
あ
る
人
は
、体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

８
月
11
日
（
土
）

　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

▼
対
象　

町
内
の
小
学
４
～
６
年
生

▼
内
容　

本
の
貸
し
出
し
、
返
却
、
読

み
聞
か
せ
、
図
書
整
理
な
ど

▼
募
集
人
数　

４
人

　
　
　
　
　
　
　
（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）

▼
持
ち
物　

弁
当
、
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記

用
具
、
ブ
ッ
ク
コ
ー
ト
す
る
本
１
冊

▼
募
集
期
限　

８
月
４
日
（
土
）

▼
申
込
み　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

　

℡
82
‐
５
２
５
１

上
山
高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

生
き
物
体
験  

川
で
遊
ぶ

　

清
流
岸
田
川
で
は
、
ど
ん
な
生
き
物

が
い
る
の
か
な
？
魚
や

虫
を
捕
ま
え
て
観
察
し

よ
う
。
魚
の
つ
か
み
取

り
体
験
も
あ
る
よ
。

▼
と
き　

８
月
１
日
（
水
）
午
前
９
時
～

▼
と
こ
ろ　

岸
田
川
（
岸
田
地
区
）

　

※
集
合
は
、
上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

▼
参
加
費　

５
０
０
円

▼
対
象　

小
学
４
～
６
年
生

　
　
　
　
（
要
保
護
者
同
伴
）

▼
持
ち
物　

飲
み
物
・
水
着
・
着
替
え
・

水
中
め
が
ね
・
ぬ
れ
て
も
良
い
靴

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

　

℡
99
‐
４
６
０
０

お
弁
当
・
お
む
す
び　
　

　

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

　

ご
は
ん
食
や
ご
は
ん
料
理
に
親
し

み
、「
お
米
」
の
大
切
さ
を
知
っ
て
い

た
だ
く
目
的
で
、
お
弁
当
・
お
む
す
び

コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

1
あ
け
て
に
っ
こ
り

　
　
　

わ
く
わ
く
お
弁
当
コ
ン
テ
ス
ト

▼
募
集
テ
ー
マ　

兵
庫
の
う
ま
い
も

ん
！  

ご
は
ん
が
お
い
し
い
お
弁
当

▼
対
象　

県
内
に
在
住
、
通
学
、
通
勤

し
て
い
る
中
学
生
以
上
の
方

▼
応
募
条
件　

①
ご
は
ん
を
主
体
（
２

分
の
１
以
上
）
と
す
る
こ
と
。
②
兵
庫

県
産
の
農
畜
水
産
物
を
使
用
し
て
い
る

こ
と
。
③
野
菜
を
必
ず
使
用
し
、
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
お
弁
当
で
あ
る
こ

と
。
④
調
理
済
食
品
（
素
材
冷
凍
食
品

を
除
く
）
を
使
用
し
て
い
な
い
こ
と
。

⑤
材
料
費
は
、
1
人
分
５
百
円
以
内
と

す
る
こ
と
。

2
見
て
楽
し
い
、
食
べ
て
お
い
し
い

　
　
　
　
　
　

お
む
す
び
コ
ン
テ
ス
ト

▼
募
集
テ
ー
マ　

愛
情
た
っ
ぷ
り
！
お

む
す
び

▼
対
象　

県
内
に
在
住
、
通
学
す
る
小

学
生
・
中
学
生

▼
応
募
条
件　

大
切
な
人
へ
の
感
謝
や

愛
情
を
伝
え
る
た
め
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

3
応
募
方
法
等

▼
応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
作
品
の
写
真
を
貼
り
付

け
て
、
応
募
先
に
送
付

▼
応
募
締
切　

9
月
28
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　

当
日
消
印
有
効

▼
応
募
・
問
合
せ
先

　

兵
庫
県
米
穀
事
業
協
同
組
合

　
　

お
弁
当
お
む
す
び
コ
ン
テ
ス
ト
係

　

℡
（
０
７
８
）
３
６
１
‐
３
３
１
８

募　

集
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◆とき　８月５日（日）午前８時 30 分開会

◆ところ　浜坂県民サンビーチ特設会場

◆内容　ビーチバレー（４人制）

　　・ミックスの部

　　　（競技者に必ず女性を１名以上出場させる）

　　・レディースの部

　　　（女性のみで構成されるチーム）

　　※ B&G マリンスポーツ無料体験試乗会

　　　　　（バナナボート＆カヌー）もあります。

◆募集期限　７月 19 日（木）

◆参加料　１チーム 4,000 円

◆招待選手　※変更になる場合があります

　高尾 和行 選手、青山 繁 さん、牛尾 正和 選手、

SA.RI.NA（ミュージシャン）　他

◆申込み・問合せ
　社会教育課内　びーちふぇすた実行委員会事務局

　　　　　　　　℡ 82-5629　℻ 82-5159

　URL 　http://www.geocities.jp/beachfes/

　E-mail　beachfesta-shinonsen@town.

　　　　　　　　　　　　　　　shinonsen.lg.jp

　びーちふぇすた 2012

　 　　　 いん しんおんせん

参加者募集中

社
会
教
育
課
か
ら
お
知
ら
せ

浜
坂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

▼
期
間　

７
月
20
日
（
金
）
～
８
月
31

日
（
金
）　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

※
毎
週
月
曜
休
館
日

▼
入
館
料

　

・
一
般
（
町
内
在
住
）　 
３
０
０
円

　

・
一
般
（
町
外
在
住
）　 

６
０
０
円

　

・
町
内
の
小
・
中
学
生　

無
料

　

・
町
外
の
小
・
中
学
生　

３
０
０
円

水
泳
教
室
参
加
者
募
集

　

個
々
で
異
な
る
泳
力
の
レ
ベ
ル
ご
と

に
そ
れ
ぞ
れ
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
目

標
に
到
達
で
き
る
よ
う
実
践
指
導
し
ま

す
。

▼
対
象　

町
内
の
小
学
１
・
２
年
生

▼
と
き　

７
月
26
日
（
木
）
～
８
月
23

日
（
木
）
の
毎
週
木
曜
日
（
５
回
）

　

・
１
年
生　

午
前
９
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
時
30
分

　

・
２
年
生　

午
前
10
時
40
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
時
40
分

▼
と
こ
ろ　

　

浜
坂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

▼
定
員　

各
学
年
20
名
程
度

▼
申
込
期
限　

7
月
19
日
（
木
）

相
撲
教
室

　

相
撲
技
術
と
体
力
向
上
を
図
り
ま
す
。

▼
対
象　

町
内
の
小
学
生

▼
と
き　

７
月
21
日
（
土
）
～
８
月
31

日
（
金
）
の
毎
週
土
・
日
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
～（
１
時
間
半
程
度
）

　

※
日
程
変
更
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

※
７
月
21
日
は
開
講
式

▼
と
こ
ろ　

株
本
建
設
相
撲
道
場

▼
定
員　

20
名
程
度

▼
申
込
期
限　

７
月
19
日
（
木
）

―
申
込
み
・
問
合
せ
―

　

社
会
教
育
課　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

　

℡
82
‐
５
６
２
９

町
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

現
地
学
習
会
の
参
加
者
募
集

　

現
地
ガ
イ
ド
が
、
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト
や

動
植
物
の
魅
力
、
歴
史
な
ど
を
案
内
し

ま
す
。
一
緒
に
学
習
し
ま
し
ょ
う
。（
参

加
無
料
）

田
君
川
の
バ
イ
カ
モ
と　

　
　
　
　
　

新
市
洞
ヶ
谷

▼
と
き　

７
月
26
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

▼
集
合
場
所　

田
君
川
バ
イ
カ
モ
公
園

▼
体
験
・
見
ど
こ
ろ　

バ
イ
カ
モ
の
移

植
作
業
、
洞
ヶ
谷
（
洞
窟
祠
）

▼
申
込
期
限　

７
月
18
日
（
水
）

ウ
ミ
ホ
タ
ル
の
観
察

▼
と
き　

８
月
22
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
～
９
時

▼
集
合
場
所

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

▼
体
験
・
見
ど
こ
ろ　

ウ
ミ
ホ
タ
ル
の

捕
獲
と
観
察
、
ワ
カ
メ
養
殖
の
報
告

▼
申
込
期
限　

８
月
14
日
（
火
）

―
申
込
み
・
問
合
せ
―

　

新
温
泉
町
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
務
局（
商
工
観
光
課　

観
光
係
）

　

℡
82
‐
５
６
２
５
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試　

験

草刈り機を使用した草刈り・枝きり・蛍光灯電球の交換・網戸、外の窓洗い・網戸、
障子の張り替え・家具の配置換え・台所、換気扇掃除・トイレ・浴室掃除・カビ取り・

簡単な補修仕事・パソコンの設定・文章の打ち込み等、すべて一時間 1,500 円でご利
用いただけます。[ 新温泉町（旧浜坂町）三谷から、お宅までの燃料代　1km × 15 円や、
材料費等は別途金額となります。（軽トラック使用料、草刈り機レンタル料　1 日 3,000 円）] 
　事前予約をお願い致します。まずはお電話下さい。（お見積もり無料）
　お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障（有）生活サポートシステム　担当　熊本、池上
　　　　　　　　　　　　　Tel 　82-2896　　担当者直通電話　080-1908-5829　

　お任せ下さい。安心、安全のサポート！！

買い物、病院等への外出の付き添い・墓掃除・草抜き・

【広告】

第
７
回
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

▼
と
き　

７
月
29
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
～
※
雨
天
順
延
な
し

▼
と
こ
ろ

　

県
立
浜
坂
高
等
学
校
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▼
参
加
料

　

一　

般　

１
ペ
ア　

１
０
０
０
円

　

中
高
生　

１
ペ
ア　
　

５
０
０
円

　

※
参
加
料
に
傷
害
保
険
料
を
含
む

▼
申
込
締
切　

７
月
23
日
（
月
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

町
体
育
協
会
事

務
局
（
浜
坂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
内
）

 

℡ 

82
‐
４
５
１
２ 

美
方
広
域
消
防
本
部
職
員

募
集
（
平
成
25
年
度
採
用
）

▼
職
種
・
採
用
予
定
人
数　

消
防
吏
員

（
消
防
士
）
１
名
程
度

▼
受
験
資
格　

18
歳
～
24
歳
の
者

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
試
験
日　

９
月
16
日
（
日
）

▼
試
験
会
場

　

香
美
町
立
香
住
文
化
会
館

▼
受
付
期
間　

　

７
月
23
日
（
月
）
～
８
月
３
日
（
金
）

▼
受
験
申
込
書
交
付
場
所　

　

美
方
広
域
消
防
本
部
、役
場
総
務
課
、

温
泉
総
合
支
所

▼
問
合
せ　

美
方
広
域
消
防
本
部
管
理

課　

℡
92
‐
０
１
１
９

県
市
町
村
職
員
退
職
手
当

　
　

組
合
職
員
採
用
試
験

▼
採
用
予
定　

平
成
25
年
４
月
１
日

▼
職
種　

一
般
行
政
職

▼
採
用
予
定
人
員　

１
名

▼
受
験
資
格　

昭
和
62
年
４
月
２
日
～

平
成
７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

▼
一
次
試
験　

９
月
16
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
～

▼
二
次
試
験　

11
月
中
下
旬

▼
受
付
期
間　

７
月
23
日
（
月
）
～
８

月
３
日
（
金
）　

※
土
日
を
除
く

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

兵
庫
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合

　

神
戸
市
中
央
区　

県
民
会
館
８
階

　

℡
（
０
７
８
）
３
２
１
‐
２
９
３
９

平
成
24
年
度
第
２
回　

　

兵
庫
県
警
察
官
募
集

▼
受
付
期
間

・
郵
送　

７
月
27
日
（
金
）
～
８
月
21

日
（
火
）　

※
消
印
有
効

・
持
参　

７
月
27
日
（
金
）
～
８
月
26

日
（
日
）

▼
第
一
次
試
験　

９
月
16
日
（
日
）

　

教
養
・
論
文
試
験

▼
募
集
区
分

・
一
般
選
考
Ａ
（
男
性
１
３
０
人
程
度
、

女
性
10
人
程
度
）

・
一
般
選
考
Ｂ
（
男
性
１
０
０
人
程
度
、

女
性
10
人
程
度
）

・
特
別
選
考
（
武
道
）（
柔
道
・
剣
道

４
人
程
度
）

※
そ
の
他
、
学
歴
等
の
資
格
要
件
が
あ

り
ま
す
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

美
方
警
察
署　

警
務
課

　

℡
82
‐
０
１
１
０

　

ま
た
は
最
寄
り
の
交
番
、
駐
在
所
へ

刑
務
官
採
用
試
験

▼
受
付
期
間　

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

７
月
24
日
（
火
）

～
８
月
２
日
（
木
）

・
郵
送
・
持
参　

７
月
30
日
（
月
）
～

８
月
７
日
（
火
）
※
通
信
日
付
有
効

▼
第
一
次
試
験　

９
月
23
日
（
日
）

　

※
合
格
発
表　

10
月
11
日
（
木
）

▼
第
二
次
試
験　

10
月
18
日
（
木
）
～

20
日
（
土
）

　

※
合
格
発
表　

11
月
27
日
（
火
）

▼
問
合
せ　

神
戸
刑
務
所　

庶
務
課

　

℡
（
０
７
８
）
９
３
６
‐
０
９
１
１
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広
報　

し
ん
お
ん
せ
ん

広報しんおんせん（7月号）

7 月号
vol.82

住　所 氏　　名 年　齢 死亡日住　所 氏　　名 保護者 出生日

H24（2012）.7.12

編
集

・
発

行
／

新
温

泉
町

役
場

　
　

〒
669-6792　

兵
庫

県
美

方
郡

新
温

泉
町

浜
坂

2673-1 
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.tow

n.shinonsen.hyogo.jp
　

　
　

　
　

　
　（

企
画

課
）　

　
　

tel（
0796）82-3111（

代
）   　

fax（
0796）82-3054　

　
 （携

帯
電

話
版

）　
http://w

w
w

.tow
n.shinonsen.hyogo.jp/ｍ

 　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

※
機

種
に

よ
り

一
部

ご
覧

に
な

れ
な

い
ペ

ー
ジ

が
あ

り
ま

す
。

 広
報

し
ん

お
ん

せ
ん

は
、

町
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

ご
覧

い
た

だ
け

ま
す

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

電
子

メ
ー

ル
     info@

tow
n.shinonsen.lg.jp　

「広報しんおんせん」は、資源保護のため古紙 100％の再生紙を
使用し、環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

●まちのうごき●　
　7月1日現在

（　）内は前月比

人　口 16,455 人 （－ 19）

　男 7,808 人 （－   5）

　女 8,647 人 （－ 14）

世帯数 5,882 世帯 （－　 2）

うぶごえ

ご結婚おめでとう

住　所 夫婦の氏名 届出日

まちのうごき

ご冥福をお祈りします

固定資産税第 2 期・国民健康保険税第 2 期 納期限 7 月 31 日（火）
　　最寄りの金融機関で納めましょう。納税には便利な口座振替制度をご利用ください。
　　口座振替をご利用の方は、残額のご確認をお願いします。

税務課　℡８２ ‐ ３１１３

5 月 16 日～ 6 月 15 日届出分　　（敬称略）
（届出の際に申し出のあった方のみ掲載しています）


